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ニュースニュース

　

日
豪
友
好
協
力
基
本
条
約
40
周
年
事
業

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
派
遣
日
本
武
道
代

表
団
（
団
長
＝
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館

理
事
長
、
主
催
＝
公
益
財
団
法
人
日
本
武

道
館
・
日
本
武
道
協
議
会
、
後
援
＝
ス
ポ

ー
ツ
庁
・
外
務
省
、
協
力
＝
在
シ
ド
ニ
ー

日
本
国
総
領
事
館
、
協
賛
＝
日
本
古
武
道

協
会
）
は
、
現
代
武
道
９
道
、
古
武
道
３

流
派
の
計
12
種
目
76
名
で
組
織
さ
れ
、
昨

年
11
月
９
日
～
16
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

連
邦
シ
ド
ニ
ー
市
に
お
い
て
演
武
会
、
武

道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
、
交
流
稽
古
等
を
通
じ

て
日
本
武
道
の
真
髄
を
披
露
し
、
広
く
日

豪
友
好
親
善
に
寄
与
し
た
。

　

10
日
は
二
班
に
分
れ
て
日
本
人
学
校
で

の
ミ
ニ
演
武
会
と
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー

ル
ズ
州
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
総
領
事
館
へ
の
表

敬
訪
問
を
行
っ
た
。
11
日
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
に
て
武
道
文
化
セ
ミ

ナ
ー
、
12
日
は
現
地
武
道
連
盟
と
の
交
流

稽
古
会
を
実
施
、
13
日
は
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
内
シ
ョ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

ホ
ー
ル
４
で
武
道
演
武
会
を
披
露
し
た
。

13 日・ワークショップ

２
０
１
６
年
日
豪
友
好
協
力
基
本
条
約
調
印
40
周
年
記
念
事
業

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
派
遣
日
本
武
道
代
表
団

日豪友好親善に寄与
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■
結
団
式
・
壮
行
会
（
11
月
９
日
）

　

日
本
武
道
館
第
二
小
道
場
に
お
い
て
、

午
後
２
時
よ
り
結
団
式
・
壮
行
会
が
行
わ

れ
、
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長
、
各
道
連

盟
代
表
者
、
杉
浦
正
敏
外
務
省
ア
ジ
ア
大

洋
州
局
大
洋
州
課
長
等
が
出
席
し
た
。

　

松
永
会
長
は
「
本
事
業
で
日
本
や
武
道

の
素
晴
ら
し
さ
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国

民
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
壮
行
の
言
葉
を
述
べ
た
。
次
に
、

団
長
の
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理
事
長

が
挨
拶
に
立
ち
、「
日
本
の
武
道
の
真
髄

を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
、
派
遣
団
の

決
意
を
表
明
し
た
。
続
い
て
、
福
本
修
二

全
日
本
剣
道
連
盟
副
会
長
兼
専
務
理
事
の

発
声
で
本
事
業
の
成
功
を
期
し
て
乾
杯
が

行
わ
れ
た
。

　

日
本
武
道
代
表
団
は
午
後
10
時
過
ぎ
、

羽
田
空
港
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
シ

ド
ニ
ー
市
に
向
け
、
日
本
を
発
っ
た
。

■
シ
ド
ニ
ー
到
着
（
11
月
10
日
）

　

10
日
、
現
地
時
間
午
前
９
時
半
に
シ
ド

ニ
ー
国
際
空
港
に
到
着
。
一
行
は
そ
の
場

で
日
本
人
学
校
ミ
ニ
演
武
会
と
、
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
総

領
事
館
表
敬
訪
問
の
２
班
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。

■
新
し
い
取
組

　

渡
豪
前
の
二
度
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
務
局
の
現
地
打
合
せ
を
経
て
、
昨
年

ま
で
は
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
）
の
利
用
を
決
定
し
た
。
現
地

の
人
に
向
け
た
紹
介
動
画
を
掲
載
し
、
観

客
の
動
員
に
繋つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
演

武
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

回
答
者
の
約
２
割
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
本
事
業

の
情
報
を
得
て
来
場
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
取
組
が
大
き
な
成
果
を
生
ん
だ
と
い
え

る
。

　
　
　

日
本
人
学
校
ミ
ニ
演
武
会

　

日
本
人
学
校
へ
ミ
ニ
演
武
会
を
す
る
た

め
に
向
か
っ
た
班
の
団
員
は
全
55
名
。
到

着
か
ら
４
時
間
後
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

始
ま
っ
た
演
武
会
、
開
会
式
で
空
手
道
の

渡
邉
純
一
団
員
が
代
表
挨
拶
。
続
い
て
、

三
浦
昌
道
学
校
長
が
歓
迎
の
祝
辞
を
述
べ

た
。
そ
の
後
な
ぎ
な
た
の
廣
瀬
幸
子
団
員

か
ら
、
日
本
武
道
館
発
行
の
単
行
本
が
贈

呈
さ
れ
た
。

11/10
午後

弓　道

　

280
名
の
生
徒
・
児
童
、
保
護
者
が
見
守

る
中
、
演
武
は
弓
道
を
皮
切
り
に
床
・
畳

と
２
種
目
ず
つ
同
時
に
行
わ
れ
、
最
後
は

相
撲
の
演
武
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
演
武

終
了
後
、
生
徒
た
ち
は
各
々
興
味
の
あ
る

種
目
の
団
員
の
も
と
へ
駆
け
寄
り
、
一
緒

に
写
真
を
撮
る
な
ど
交
流
し
た
。
閉
会
式

で
は
生
徒
を
代
表
し
て
中
学
３
年
大
坪
桃

子
さ
ん
の
お
礼
の
こ
と
ば
の
後
、
大
東
流

合
気
柔
術
琢
磨
会
川
辺
武
史
団
員
の
閉
会

挨
拶
で
日
本
人
学
校
で
の
ミ
ニ
演
武
会
は

盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

結団式・壮行会

記念撮影
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ス
ポ
ー
ツ
庁
訪
問
の
班
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
＆
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
の

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ

る
ア
ン
・
グ
リ
ッ
パ
ー
氏
が
団
員
を
出
迎

え
、
ア
ン
氏
は
「
今
回
の
派
遣
事
業
が
よ

り
武
道
を
広
め
、
国
際
理
解
を
促
進
し
、

豪
日
二
国
間
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に
深

め
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
臼

井
団
長
は
「
武
道
は
今
か
ら
千
数
百
年
前

に
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
長
い
時
代
の
変
遷

を
経
て
、
心
身
と
も
に
逞
た
く
ま
し
い
立
派
な
人

間
を
育
て
る
人
間
教
育
の
道
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
貴
国
民
の
皆
様
に
、

日
本
武
道
の
真
髄
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
き

っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
」
と
応
じ
、
今
回
の
訪
問
に
つ

い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
対
し
謝

辞
を
述
べ
挨
拶
と
し
た
。
訪
問
の
記
念

に
、日
本
か
ら
持
参
し
た
「
兜
」
を
贈
呈
。

「
兜
」
は
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の

写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
部
屋
の
正
面
に

飾
ら
れ
た
。

　
　

　

表
敬
訪
問
︵
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
在
シ
ド
ニ
ー
総
領
事
館
︶

11/10
午後

銃剣道 柔　道相　撲

剣　道

臼井団長よりアン・グリッパー氏へ兜が贈呈された

ニューサウスウェールズ州スポーツ庁

宝蔵院流高田派槍術

●
日
本
人
学
校
ミ
ニ
演
武
会
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11/11
　

武
道
セ
ミ
ナ
ー

︵
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
︶

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
総
領
事
館
に
移
動
し

た
代
表
団
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
た
後
、
竹
若
敬
三
在
シ
ド
ニ
ー
総

領
事
館
総
領
事
と
面
会
。

　

臼
井
団
長
は
「
日
豪
友
好
協
力
基
本
条

約
調
印
40
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ

ー
ル
ズ
州
ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り
招し
ょ
う
へ
い聘
を
受

け
、
シ
ド
ニ
ー
市
に
お
い
て
、
日
本
の
伝

統
文
化
で
あ
る
武
道
を
披
露
で
き
る
こ
と

は
、
大
変
意
義
深
く
、
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
。

　

竹
若
総
領
事
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ

の
派
遣
は
１
９
８
８
年
以
来
と
聞
い
て
い

　

行
程
２
日
目
、
派
遣
団
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
に
お
い
て
武
道
セ
ミ

ナ
ー
を
行
う
べ
く
午
前
９
時
に
移
動
を
開

始
。
午
後
２
時
か
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
を
前

に
、
午
前
11
時
前
か
ら
リ
ハ
ー
サ
ル
を
実

施
し
、
本
番
に
臨
ん
だ
。

　

臼
井
団
長
の
「
闘
争
の
手
段
と
し
て
発

展
し
た
武
道
が
、
今
日
で
は
心
身
と
も
に

逞
し
い
人
間
を
目
指
す
た
め
の
人
間
教
育

の
道
と
な
り
、
日
本
で
は
３
０
０
０
万
人

が
愛
好
し
て
い
る
」
と
い
う
挨
拶
の
後
、

大
学
を
代
表
し
て
学
長
補
佐
の
マ
ー
ク
氏

が
挨
拶
。
臼
井
団
長
か
ら
日
本
武
道
館
発

る
の
で
、
総
領
事
館
と
し
て
も
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
く
、
今
回
の
事

業
が
成
功
す
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
」
と
応

じ
た
。
表
敬
訪
問
は
本
事
業
の
重
要
性
を

再
確
認
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

行
の
単
行
本
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
団
を
代
表
し
て
北
辰

一
刀
流
代
表
の
小
澤
智
団
員
が
「
日
本
武

道
の
美
と
こ
こ
ろ
」
の
講
演
を
行
っ
た
。

小
澤
氏
は
、
講
演
の
最
後
を
「
中
心
軸
を

保
持
し
、
無
駄
を
そ
ぎ
落
と
し
た
合
理
的

な
構
え
こ
そ
、
日
本
刀
の
美
し
さ
に
も
通

じ
る
日
本
武
道
の
美
と
い
え
る
。
ま
た
、

礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
、
相
手
を
思
い

や
り
、
敬
う
気
持
ち
、
こ
れ
こ
そ
が
修
行

に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
日
本
武
道
の
美

し
い
心
で
あ
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
階
段
教
室
を
使
い
、
す
べ

て
の
種
目
が
畳
で
演
武
を
行
っ
た
。
演
武

者
と
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
と
の
距
離
が
近

く
、
団
員
の
息
遣
い
が
聞
こ
え
る
ほ
ど

で
、
受
講
者
た
ち
は
迫
力
あ
る
演
武
を
観

覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
セ
ミ
ナ
ー
受
講

の
た
め
だ
け
に
授
業
の
一
環
と
し
て
300
㎞

離
れ
た
地
域
か
ら
バ
ス
を
連
ね
て
観
覧
に

来
た
中
学
校
も
あ
っ
た
。

　

終
了
後
の
わ
ず
か
な
時
間
、
彼
ら
は
演

武
者
に
武
具
を
触
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

記
念
写
真
を
撮
影
し
た
り
し
て
い
た
。
そ

の
中
の
女
生
徒
は
「
初
め
て
武
道
を
見
た

が
、
中
で
も
な
ぎ
な
た
の
演
武
が
特
に
良

か
っ
た
。
習
え
る
場
が
あ
れ
ば
是
非
や
っ

て
み
た
い
」
と
興
味
を
示
し
て
い
た
。

臼井団長より竹若総領事へ単行本目録が贈呈された

臼井団長よりニューサウスウェールズ大学学長補佐のマーク氏に
単行本目録が贈呈された 客席から大きな拍手が送られた

講演を行う小澤智団員
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こ
の
日
の
夕
刻
、
武
道
団
は
郊
外
に
あ

る
シ
ド
ニ
ー
総
領
事
館
の
公
邸
で
、
ス
ポ

ー
ツ
庁
関
係
者
や
現
地
武
道
連
盟
幹
部

も
含
め
、
在
シ
ド
ニ
ー
日
本
国
総
領
事
館

主
催
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招

待
さ
れ
た
。
パ
ー
テ
ィ
は
竹
若
総
領
事
、

臼
井
団
長
、
ア
ジ
ャ
カ
多
文
化
大
臣
の
挨

拶
に
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
ア
ン
・
グ
リ

ッ
パ
ー
氏
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
。
団
員

た
ち
は
飲
み
物
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
る

中
、
シ
ド
ニ
ー
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　

こ
の
日
は
種
目
ご
と
に
分
か
れ
、
終
日

現
地
武
道
団
体
と
の
交
流
稽
古
会
が
行

わ
れ
た
。
現
地
の
相
撲
連
盟
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
や
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
近
隣
諸
国
か
ら

参
加
者
を
集
め
た
ミ
ニ
国
際
大
会
を
行

い
、
相
撲
の
団
員
た
ち
は
そ
の
来
賓
と
し

て
招
か
れ
た
。
ま
た
、
銃
剣
道
は
海
外
派

遣
事
業
に
お
い
て
初
の
交
流
稽
古
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
団
員
は
「
現
地

の
修
行
者
と
交
流
が
で
き
て
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
。
次
回
以
降
の
派
遣
で
も
是
非

続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

11/12

11/11
夕刻

少林寺拳法なぎなた大東流合気柔術琢磨会

北辰一刀流剣術 空手道

スポーツ庁アン氏の発声で乾杯

合気道

●
武
道
セ
ミ
ナ
ー
演
武

海外派遣事業初の銃剣道交流稽古会

交
流
稽
古
会

総
領
事
館
主
催

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー



7 月刊「武道」　2017．1

　

本
事
業
の
中
心
と
な
る
演
武
会
は
、
シ

ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
建
設
さ
れ

た
「
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
」

内
の
シ
ョ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ー
ル
４
で
実

施
さ
れ
た
。
ホ
ー
ル
４
は
も
と
も
と
観
客

席
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
会
場
の
た
め
、

本
演
武
会
で
は
、
段
差
を
つ
け
た
仮
設
観

客
席
を
設
置
し
た
。
天
井
が
高
く
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
床
の
会
場
は
、
経
験
豊
富
な
団

員
た
ち
に
と
っ
て
も
珍
し
い
も
の
だ
っ

た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
は
午
前
９
時
か
ら
通
し
で

行
わ
れ
、
本
番
は
午
後
２
時
に
開
始
さ
れ

た
。
開
会
式
を
前
に
、
武
道
代
表
団
は
、

先
住
民
族
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
へ
の
敬

11/13
　

武
道
演
武
会
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

︵
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ー
ク
︶

剣　道 合気道

相　撲なぎなた

空手道

●
武
道
演
武
会

銃剣道柔　道

●
武
道
演
武
会
演
武
順

前
半

①
弓
道

②
合
気
道

③
剣
道

④
少
林
寺
拳
法

⑤
北
辰
一
刀
流
剣
術

⑥
相
撲

後
半

⑦
な
ぎ
な
た

⑧
大
東
流
合
気
柔
術

　

琢
磨
会

⑨
銃
剣
道

⑩
空
手
道

⑪
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

⑫
柔
道
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合気道

意
を
表
す
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
続
い
て

歌
手
の
垂
水
由
紀
氏
に
よ
る
日
豪
国
歌
独

唱
が
行
わ
れ
た
。

　

開
会
式
が
始
ま
り
、
臼
井
団
長
は
「
今

回
貴
国
を
訪
問
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
、

い
ず
れ
も
日
本
を
代
表
す
る
一
流
の
指
導

者
や
選
手
で
す
。
現
代
武
道
９
道
と
古
武

道
３
流
派
の
磨
き
ぬ
か
れ
た
代
表
的
な
演

武
を
ご
披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
に
日
本

武
道
の
心
と
技
を
肌
で
感
じ
と
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
力
強
く
挨
拶
し
、
続
い
て

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
で
あ
る
フ
ィ
ル
・
ハ
ン
ド
ル
フ
氏
が
歓

迎
の
挨
拶
。最
後
に
竹
若
総
領
事
か
ら「
日

本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
政
治
だ
け
で
な

く
、
文
化
的
に
も
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
で
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
演
武
会
を
通

し
て
、
そ
の
絆
が
さ
ら
に
強
固
な
も
の
に

な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
が
あ

っ
た
。

　

約
５
分
間
の
演
武
準
備
の
後
、
各
武
道

の
演
武
が
始
ま
っ
た
。
８
分
間
ず
つ
の
迫

力
あ
る
演
武
を
行
う
と
、
会
場
は
大
い
に

沸
い
た
。
演
武
会
は
前
半
・
後
半
の
２
部

制
で
、
前
半
は
相
撲
、
後
半
は
柔
道
の
ち

び
っ
子
体
験
が
実
施
さ
れ
、
演
武
会
終
了

後
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。
ワ

弓　道

宝蔵院流高田派槍術

大東流合気柔術琢磨会

北辰一刀流剣術

剣　道2100 名を超える観客が集まった

少林寺拳法

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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◎
派
遣
団
員
名
簿　
※
敬
称
略

◇
団
長

　

臼
井
日
出
男
（
日
本
武
道
館
理
事
長
）

◇
団
長
秘
書

　

貴
嶋
美
知
子

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

◇
外
務
省

　

坂
上
千
明

◇
日
本
武
道
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

吉
川
英
夫
、
市
原
雅
彦
、
松
林
裕
樹

◇
柔
道

小
俣
幸
嗣
（
八
段
）、
多
田
隈
和
博
（
七

段
）、
芳
森
信
吾
（
六
段
）、
渡
部
茂
也
（
六

段
）、
平
岡
拓
晃
（
五
段
）、
三
山
悟
司
（
四

段
）

◇
剣
道

網
代
忠
宏
（
範
士
八
段
）、
岸
田
芊
（
教

士
七
段
）、
安
藤
誠
基
（
教
士
七
段
）、
山

下
孝
明
（
教
士
七
段
）、
大
門
進
（
教
士

七
段
）、
木
部
篤
生
（
教
士
七
段
）

◇
弓
道

渡
辺
鉄
哉
（
教
士
七
段
）、佐
々
木
和
人
（
教

士
七
段
）、
戎
政
實
（
教
士
七
段
）、
田
口

大
祐
（
教
士
七
段
）、
岩
城
美
文
（
教
士

七
段
）、
三
池
真
幸
（
四
段
）

◇
相
撲

比
嘉
雄
紀
（
三
段
）、
濵
町
三
太
郎
（
二

段
）、大
庭
勝
太
郎
（
三
段
）、恒
次
洸
輝
（
二

段
）、安
川
宏
章
（
三
段
）、坂
本
健
（
三
段
）

◇
空
手
道

竹
川
達
男
（
教
士
七
段
）、
渡
邉
純
一
（
錬

士
公
認
七
段
）、髙
山
雅
彦
（
教
士
七
段
）、

佐
藤
秀
喜
（
錬
士
六
段
）、
杉
野
拓
海
（
参

三
段
）、
在
本
幸
司
（
参
段
）

◇
合
気
道

大
澤
勇
人
（
七
段
）、日
野
皓
正
（
五
段
）、

伊
師
雅
人
（
五
段
）、
里
舘
潤
（
参
段
）、

酒
井
貞
慈
（
三
段
）、
中
村
祐
介
（
初
段
）

◇
少
林
寺
拳
法

松
井
邦
彦
（
大
範
士
八
段
）、
井
戸
家
正

旺
（
正
範
士
七
段
）、
東
野
奈
多
（
正
拳

士
四
段
）、
桒
原
千
晧
（
正
拳
士
四
段
）、

谷
聡
士
（
正
拳
士
五
段
）、
秋
元
宏
介
（
正

拳
士
四
段
）

◇
な
ぎ
な
た

三
浦
利
枝
子
（
錬
士
）、
廣
瀬
幸
子
（
教

士
）、
天
川
彰
子
（
錬
士
）、
山
本
千
代
（
錬

士
）、
田
中
ひ
か
る
（
錬
士
）、
田
村
佳
奈

子
（
五
段
）

◇
銃
剣
道

井
澤
継
男
（
範
士
八
段
）、
瀬
尾
憲
次
（
範

士
八
段
）、
浦
部
聖
二
（
教
士
七
段
）、
齊

藤
孝
（
教
士
七
段
）、
加
藤
久
幸
（
教
士

七
段
）、
元
山
圭
太
郎
（
錬
士
七
段
）

◇
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会

森
恕
（
総
務
長
）、
川
邉
武
史
（
指
導
部

長
）、西
谷
修
（
七
段
）、吉
田
英
洋
（
四
段
）

随
員
・
森
百
代
、
吉
田
浩
子

◇
北
辰
一
刀
流
剣
術

小
澤
智
（
代
表
）、
髙
山
陽
好
（
大
目
録

皆
傳
）、
上
田
忠
夫
（
中
目
録
）、
吉
田
信

二
（
初
目
録
）

◇
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

一
箭
順
三
（
第
二
十
一
世
宗
家
）、
前
田

繁
則
（
免
許
皆
伝
）、
若
林
幹
雄
（
免
許

皆
伝
）、
美
馬
博
幸
（
免
許
皆
伝
）

◇
記
録

　

後
閑
信
弥
（
㈱
ク
エ
ス
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
長
以
下
総
勢
76
名

　

演
武
会
の
後
、
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
派

遣
団
は
、
現
地
の
連
盟
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
招
き
、
演
武
会
の
成
功

と
、
現
地
連
盟
へ
の
感
謝
を
込
め
て
打
ち

上
げ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
実
施
し
た
。
剣
道

の
網
代
忠
宏
団
員
の
乾
杯
で
始
ま
り
、

途
中
で
現
地
連
盟
の
紹
介
を
挟
み
つ
つ
、

11/13
夕刻

11/14
夕刻

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
前
半
と
後
半
に
分
け
て

行
わ
れ
た
が
、
ど
の
武
道
も
体
験
希
望
者

が
多
く
集
ま
り
、
団
員
た
ち
は
う
れ
し
い

悲
鳴
を
上
げ
て
い
た
。
入
場
者
数
は
２
１

０
０
名
を
超
え
た
。「
真
の
国
際
交
流
と

は
、
自
国
の
文
化
を
誇
り
に
思
う
と
同
時

に
、
他
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
尊
重

し
、
敬
意
を
は
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
」

と
臼
井
団
長
は
締
め
く
く
っ
た
。
演
武

会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
無
事
終
了
し

た
。
団
員
た
ち
の
笑
顔
は
、
派
遣
事
業
の

大
成
功
を
物
語
っ
て
い
た
。

打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
ー

解
団
式

　

夕
刻
、
派
遣
団
は
シ
ド
ニ
ー
湾
内
を
巡

る
船
上
ク
ル
ー
ズ
に
て
解
団
式
を
執
り
行

っ
た
。
臼
井
団
長
は
、「
今
回
の
派
遣
事

業
の
成
功
は
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の
尽
力

に
よ
り
ま
す
。
常
日
頃
の
修
練
が
演
武
に

つ
な
が
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に

武
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
道
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
帰
国
し
た
後
も
、
引
き
続
き
鍛
錬
に

励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
団
員
へ
労
い

の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

懇
談
後
、
各
道
の
代
表
者
が
各
々
の
感

想
を
ス
ピ
ー
チ
し
、
解
団
式
は
少
林
寺
拳

法
松
井
邦
彦
団
員
の
挨
拶
で
お
開
き
と
な

っ
た
。

■
日
本
に
帰
国
（
11
月
15
日
）

　

派
遣
団
は
、
全
行
程
を
成
功
さ
せ
た
充

実
感
を
胸
に
、
シ
ド
ニ
ー
空
港
か
ら
出

国
。
15
日
早
朝
、
全
員
無
事
に
羽
田
空
港

に
到
着
。
日
本
に
帰
国
し
た
。

垂水由紀氏による
日豪国歌独唱

和
や
か
に
進
み
、
弓
道
の
渡
辺
鐡
哉
団
員

の
挨
拶
で
会
は
終
了
と
な
っ
た
。
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好
評
発
売
中

A5判・並製・346頁・1600円＋税
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道・
スポーツの真髄

辻　秀一 著
スポーツドクター

（ 四六判・上製・248 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220 頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
皇學館大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）
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矢後太規（中央大４年）　
　 アマチュア横綱に輝く

全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会

　

第
65
回
全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
（
主

催
＝
日
本
相
撲
連
盟
）
は
昨
年
12
月
４

日
、
両
国
・
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
。
２

３
０
０
名
の
観
衆
が
詰
め
か
け
、
全
国
か

ら
社
会
人
32
名
・
大
学
生
34
名
・
高
校
生

２
名
の
総
勢
68
名
が
出
場
し
、
ア
マ
チ
ュ

ア
相
撲
日
本
一
を
目
指
し
た
。
大
会
で
は

矢や

後ご

太た
か

規の
り

（
中
央
大
４
年
）
が
、
深ふ
か

井い

拓た
く

斗と

（
東
洋
大
１
年
）
を
破
り
、
初
優
勝
を

飾
っ
た
。
現
役
の
中
央
大
生
と
し
て
26
年

ぶ
り
の
優
勝
と
な
っ
た
。

　

大
会
は
、
予
選
を
３
回
行
い
優
秀
選
手

36
名
を
決
定
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
。

開会式

天皇杯
第 65 回
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選
手
権
大
会
個
人
２
位
の
森も
り

本も
と

太た

良ろ
う

（
和

歌
山
県
庁
）
を
左
四
つ
か
ら
土
俵
際
に
追

い
込
み
、
そ
の
ま
ま
寄
り
切
っ
て
退
け

た
。矢
後
は
準
々
決
勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。

　

今
年
の
東
日
本
学
生
相
撲
個
人
体
重
別

選
手
権
大
会
無
差
別
級
３
位
で
東
洋
大
１

年
の
深ふ
か

井い

拓た
く

斗と

は
、
２
回
戦
で
は
冨と
み

田た

元げ
ん

輝き
（
和
歌
山
県
庁
）を
下
手
投
げ
で
退
け
、

３
回
戦
で
は
、
昨
年
３
位
の
黒く
ろ

川か
わ

宏こ
う

次じ

郎ろ
う

（
拓
殖
大
）
を
降
し
た
由ゆ

留る

部べ

圭け
い

祐す
け

（
愛

媛
）と
対
戦
。左
下
手
を
取
っ
た
深
井
は
、

腰
を
落
と
し
て
右
を
差
す
と
、
瞬
く
間
に

寄
り
切
っ
て
準
々
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

一
昨
年
・
昨
年
と
準
優
勝
の
黒く
ろ

川か
わ

宗そ
う

一い
ち

郎ろ
う

（
ア
イ
シ
ン
軽
金
属
）
は
、
１
回
戦
で

は
西さ
い

郷ご
う

智と
も

博ひ
ろ

（
鳥
取
）
を
寄
り
切
り
、
２

回
戦
で
は
一い
ち

ノの

瀬せ

康こ
う

平へ
い

（
福
岡
）
を
押
し

出
し
た
。
３
回
戦
、
立
合
い
後
、
当
た
っ

て
き
た
南み
な

友み
ゆ

太う
た

（
日
本
体
育
大
）
の
上
体

３回戦＝矢後（右）の寄り切り３回戦＝深井（右）の寄り切り

２回戦＝トゥルボルド（奥）が敗れる

を
起
こ
し
て
左
へ
と
い
な
し
、
上
手
投
げ

で
退
け
た
。
黒
川
は
、
自
分
の
相
撲
に
徹

し
、
順
当
に
勝
ち
進
む
。

　

東
洋
大
学
職
員
の
ベ
テ
ラ
ン
荒あ
ら

木き

関ぜ
き

賢け
ん

悟ご

は
、
１
回
戦
で
は
橋は
し

本も
と

幸こ
う

一い
ち

（
九
州
情

報
大
）
を
押
し
出
し
、
２
回
戦
で
は
東
洋

大
学
の
白し
ら

石い
し

雅ま
さ

仁ひ
と

を
押
し
出
し
て
降
す
。

３
回
戦
で
は
、
神こ
う

山や
ま

達た
つ

哉や

（
ア
イ
シ
ン
精

機
）
と
対
戦
。
右
上
手
を
と
っ
た
神
山
は

優
位
な
体
勢
と
な
る
。
し
か
し
、
軸
足
が

深
く
内
側
に
入
り
す
ぎ
た
神
山
。
そ
の
背

に
荒
木
関
は
体
を
乗
せ
て
、
神
山
を
崩

し
、
突
き
落
と
し
で
勝
ち
を
収
め
た
。

　

今
年
の
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会
３

位
の
村む
ら

田た

亮り
ょ
う（
東
洋
大
）
は
、
２
回
戦
で

滝た
き

田た

真ま
こ
と（

三
重
）
を
突
き
出
し
で
破
り
、

３
回
戦
で
は
、
同
じ
金
沢
出
身
で
ラ
イ
バ

ル
の
中な
か

村む
ら

友ゆ
う

哉や
（
金
沢
学
院
大
）と
対
決
。

立
合
い
後
、
村
田
は
搗か

ち
上
げ
、
落
ち
着

い
て
押
し
出
し
て
勝
利
し
た
。

　

昨
年
５
位
の
中な
か

出で

雄ゆ
う

真ま

（
東
洋
大
職

員
）
は
、
２
回
戦
で
は
片か
た

村む
ら

敬た
が

也や

（
日
本

大
）
を
叩は
た

き
込こ

み
で
降
し
た
。
３
回
戦
は

岡お
か

田だ

祐ゆ
う

輔す
け

（
ア
イ
シ
ン
精
機
）
と
の
金
沢

市
立
高
・
東
洋
大
の
同
門
対
決
と
な
っ

た
。
右
上
手
を
取
っ
た
岡
田
が
優
位
な
体

勢
と
な
る
。
搗
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
中
出

に
突
き
出
し
を
決
め
た
岡
田
。
し
か
し
、

審
判
の
異
議
申
し
立
て
に
よ
り
、
岡
田
の

足
が
出
て
い
た
と
の
判
断
に
よ
り
、
中
出

が
寄
り
切
り
で
制
し
、
ベ
ス
ト
８
に
進
出

し
た
。

　

古ふ
る

川か
わ

貴た
か

博ひ
ろ

（
日
本
大
）
は
、
２
回
戦
で

は
大お
お

波な
み

渥あ
つ
し（
東
洋
大
）
を
押
し
出
し
で
、

３
回
戦
で
は
、
右
へ
八は
っ

艘そ
う

飛と

び
の
奇
襲
を

み
せ
た
野の

口ぐ
ち

清き
よ

之ゆ
き

（
長
崎
）
を
落
ち
着
い

て
送
り
出
し
て
、
勝
ち
進
ん
だ
。

　

寺て
ら

沢さ
わ

樹い
つ
き（

東
洋
大
）
は
、
２
回
戦
で
昨

年
覇
者
の
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
と
対
戦
。
立
ち

合
い
で
寺
沢
は
突
き
を
繰
り
出
し
、
左
右

に
揺
れ
る
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
。
す
か
さ
ず
、

寺
沢
は
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
の
右
手
を
抱
え
、

右
後
方
に
捩ね
じ

り
倒
し
た
。
鮮
や
か
な
網あ
み

打う

ち
が
決
ま
り
、
寺
沢
が
勝
利
し
た
。
３
回

戦
で
は
、
攻
め
あ
ぐ
む
三み

輪わ

隼は
や

斗と

（
日
本

体
育
大
）を
上
手
出
し
投
げ
で
破
り
、準
々

決
勝
に
進
出
し
た
。

３回戦＝黒川（奥）の立合い

　

昨
年
の
東
日
本
学
生
相
撲
個
人
体
重
別

選
手
権
大
会
135
㎏
以
上
級
優
勝
で
、
初
優

勝
を
目
指
す
中
央
大
４
年
の
矢や

後ご

太た
か

規の
り

は
、
２
回
戦
で
西に
し

方か
た

航わ
た
る（

栃
木
）
を
寄
り

切
っ
て
、
３
回
戦
で
は
、
西
日
本
実
業
団

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
・
２
・
３
回
戦
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荒
木
関
賢
悟　

 

○
押
し
出
し 　

寺
沢
樹

　

荒
木
関
は
２
回
戦
の
白
石
と
の
対
戦
同

様
に
、
普
段
、
東
洋
大
で
指
導
し
て
い
る

学
生
で
あ
る
寺
沢
と
対
戦
。
寺
沢
は
２
回

戦
で
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
を
破
っ
て
い
る
。
学

生
と
の
対
戦
は
や
り
づ
ら
か
っ
た
と
い
う

荒
木
関
。
し
か
し
、
立
合
い
で
は
負
け
じ

と
突
っ
張
り
を
繰
り
出
す
。
寺
沢
も
怯ひ
る

ま

ず
に
前
へ
と
叩は
た

き
に
出
る
も
の
の
、
荒
木

関
は
怯
む
こ
と
な
く
、
突
き
続
け
る
。
荒

木
関
が
突
き
の
攻
防
を
見
事
に
制
し
、
コ

ー
チ
と
し
て
の
意
地
を
み
せ
て
勝
利
。
６

年
ぶ
り
の
準
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

　

立
合
い
後
、
古
川
は
諸
差
し
を
取
り
に

出
る
が
、
そ
れ
を
防
ぐ
矢
後
。
矢
後
は
古

川
の
左
脇
を
大
き
く
上
げ
、
右
上
手
を
取

り
に
か
か
る
も
の
の
、
今
度
は
古
川
が
拒

み
、
試
合
は
そ
の
ま
ま
膠
着
す
る
。
静
止

状
態
か
ら
動
い
た
の
は
矢
後
。
前
に
出
な

が
ら
古
川
の
左
小
手
を
右
で
巻
き
込
み
、

一
気
に
送
り
倒
し
て
勝
利
。
矢
後
は
準
決

勝
へ
と
進
ん
だ
。

準
々
決
勝
＝
矢
後
（
左
）
の
送
り
倒
し

準
々
決
勝
＝
荒
木
関
（
右
）
の
突
張
り

準
々
決
勝
＝
黒
川
（
左
）
の
突
き
落
と
し

準
々
決
勝
＝
深
井
（
左
）
の
寄
り
倒
し

深
井
拓
斗　

○
寄
り
倒
し　
　

中
出
雄
真

　

東
洋
大
の
学
生
と
指
導
者
の
一
番
。
立

合
い
か
ら
、
左
上
手
を
取
っ
た
深
井
。
両

者
は
土
俵
中
央
で
右
四
つ
の
姿
勢
で
膠こ
う

着ち
ゃ
くす

る
。
動
い
た
の
は
深
井
。
左
上
手
か

ら
寄
り
切
ろ
う
と
積
極
的
に
引
き
つ
け

る
。
し
か
し
、
中
出
も
30
㎏
の
体
重
差
を

生
か
し
、
こ
れ
を
堪こ
ら

え
て
、
な
か
な
か
試

合
は
展
開
し
な
い
。
１
分
以
上
が
経
過

し
、
深
井
が
左
か
ら
寄
り
倒
し
て
準
決
勝

へ
と
進
出
し
た
。

矢
後
太
規　

○
送
り
倒
し　
　

古
川
貴
博

黒
川
宗
一
郎　

○
突
き
落
と
し　

村
田
亮

　

立
合
い
で
両
者
は
当
た
り
に
行
き
、
五

分
の
展
開
。
黒
川
は
右
上
手
を
取
ろ
う
と

す
る
が
村
田
は
そ
れ
を
阻
み
、
諸
差
し
の

体
勢
と
な
る
。
そ
の
ま
ま
寄
り
切
り
た
い

村
田
は
攻
勢
を
か
け
、
土
俵
際
に
黒
川
を

追
い
込
む
。
黒
川
は
そ
れ
を
凌し
の

い
で
、
左

上
手
を
下
手
に
巻
き
替
え
、
右
か
ら
突
き

落
と
し
を
決
め
た
。
黒
川
は
３
年
連
続
の

ベ
ス
ト
４
に
進
む
。

準

　々

　決

　勝



15 月刊「武道」　2017．1

差
し
を
封
じ
て
お
っ
つ
け
る
。
深
井
は
、

左
下
手
を
取
っ
て
右
を
浅
く
差
し
、
優
位

な
体
勢
と
な
る
。
そ
の
ま
ま
、
土
俵
際
ま

で
黒
川
を
追
い
込
む
。
必
死
に
踏
ん
張

り
、
上
手
を
取
ろ
う
と
す
る
黒
川
だ
が
、

寄
り
切
っ
て
深
井
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。

深
井
は
決
勝
の
舞
台
へ
と
上
り
詰
め
た
。

は
一
歩
後
退
し
、
そ
れ
を
防
ぐ
。
突
き
合

い
で
は
、
荒
木
関
が
優
位
と
な
り
、
矢
後

を
土
俵
際
ま
で
追
い
込
も
う
と
す
る
。
し

か
し
、
荒
木
関
を
右
に
叩
き
な
が
ら
回
り

込
み
、
そ
れ
を
堪
え
る
矢
後
。
右
上
手
を

と
っ
た
矢
後
は
左
も
差
し
、
体
勢
を
整

え
、
形
勢
は
逆
転
、
一
気
に
荒
木
関
を
押

し
出
し
た
。矢
後
は
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

深
井
拓
斗　

○
寄
り
切
り　

黒
川
宗
一
郎

　

大
学
１
年
で
の
決
勝
進
出
を
目
指
す
深

井
と
、
２
年
連
続
準
優
勝
で
今
年
こ
そ
は

ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
の
座
を
勝
ち
取
り
た
い

黒
川
と
の
対
戦
。
立
合
い
後
、
深
井
は
諸

差
し
を
と
っ
た
。
深
井
は
頭
を
か
ま
し
て

左
手
で
黒
川
の
前ま
え

褌み
つ

を
取
り
、
黒
川
の
右

矢
後
太
規　

○
押
し
出
し　

荒
木
関
賢
悟

　

決
勝
に
進
ん
で
優
勝
を
果
た
し
、
プ
ロ

へ
と
進
み
た
い
矢
後
と
、
角
界
入
り
は
考

え
て
は
い
な
い
が
こ
の
世
代
の
強
さ
を
見

せ
た
い
と
語
っ
た
30
代
の
荒
木
関
。
立
合

い
、
腰
を
落
と
し
勢
い
よ
く
当
た
っ
て
い

っ
た
荒
木
関
だ
が
、
矢
後
は
怯
ま
な
い
。

右
前
褌
を
取
り
に
出
る
矢
後
に
、
荒
木
関

準
決
勝
＝
深
井
（
左
）
の
寄
り
切
り

準決勝＝矢後（右）の押し出し

準

　決

　勝



162017．1　月刊「武道」

ニュース

　

中
央
大
４
年
の
矢
後
太
規
と
東
洋
大
１

年
の
深
井
拓
斗
の
対
戦
と
な
っ
た
決
勝
。

　

矢
後
が
勝
て
ば
中
央
大
生
と
し
て
26
年

ぶ
り
、
第
39
回
大
会
優
勝
の
栗く
り

本も
と

剛ご
う

（
中

央
大
）
以
来
の
優
勝
と
な
る
。
一
方
、
深

井
が
勝
て
ば
、
大
学
１
年
で
の
優
勝
と
な

る
た
め
、
第
33
回
大
会
優
勝
の
久く

嶋し
ま

啓け
い

太た

（
日
本
大
）
以
来
、
32
年
ぶ
り
の
快
挙
と

な
る
。
今
大
会
で
、
深
井
の
コ
ー
チ
で
あ

る
荒
木
関
を
破
っ
た
矢
後
と
、
黒
川
宗
一

郎
を
は
じ
め
、
す
べ
て
社
会
人
を
破
っ
て

勝
ち
上
が
っ
た
深
井
。

　

両
者
は
共
に
初
優
勝
を
目
指
し
て
激
突

し
た
。

　
矢
後
太
規　

○
寄
り
倒
し　
　

深
井
拓
斗

　

立
合
い
は
互
角
。
両
者
は
一
瞬
、
後
退

す
る
。
直
ぐ
さ
ま
矢
後
は
右
上
手
を
取

り
、
左
も
差
し
た
。
深
井
は
立
て
直
そ
う

と
し
て
、
左
足
を
開
き
、
右
か
ら
回
そ
う

と
試
み
る
。
し
か
し
、
矢
後
は
右
上
手
を

し
っ
か
り
と
取
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
封
じ

る
。
矢
後
は
深
井
の
抵
抗
に
は
動
じ
ず
、

前
へ
と
出
て
、
寄
り
切
っ
た
。

　

自
分
の
相
撲
を
取
り
切
り
、
ア
マ
チ
ュ

ア
相
撲
日
本
一
を
つ
か
ん
だ
矢
後
。
そ
の

目
に
は
嬉
し
涙
が
こ
み
上
げ
た
。

決

　
　
　勝
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「
信
じ
ら
れ
な
い
で
す
。
今
ま
で
き
つ
い
練
習
を
や
っ
て

き
て
、
最
後
に
こ
う
い
う
結
果
と
な
り
、
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。決
勝
の
土
俵
で
は
、こ
こ
ま
で
き
た
ら
、

自
分
の
相
撲
を
取
り
切
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
ま
し
た
。

す
ぐ
自
分
の
形
に
な
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
」

　

現
役
中
大
生
と
し
て
26
年
ぶ
り
の
優
勝
と
な
っ
た
矢
後

選
手
。
今
大
会
に
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
臨
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
か
。

「
こ
の
大
会
で
は
〝
思
い
切
っ
た
相
撲
を
取
ろ
う
〟
と
臨

み
ま
し
た
。
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
選
手
な
ど
、
次
々
と
有
力
選

手
が
負
け
て
い
く
な
か
、
一
番
一
番
、
し
っ
か
り
自
分
の

相
撲
を
取
れ
ば
、
必
ず
勝
ち
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」

　

北
海
道
芽
室
町
出
身
の
矢
後
選
手
。
相
撲
を
始
め
た
き

っ
か
け
を
伺
っ
た
。

「
相
撲
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
小
学
５
年
生
で
す
。
体

が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
道
場
の
先
生
に
勧
め
ら

れ
、
隣
町
の
道
場
ま
で
車
で
片
道
40
分
か
け
て
通
っ
て
い

ま
し
た
」

　

中
学
ま
で
は
北
海
道
で
稽
古
を
重
ね
、
高
校
で
は
、
相

撲
の
名
門
、
埼
玉
栄
高
校
に
進
学
。
中
央
大
学
４
年
で
、

ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
に
輝
い
た
。

今
大
会
優
勝
で
大
相
撲
幕
下
15
枚
目
格
の
資
格
を
と
っ

た
矢
後
。
最
後
に
今
後
の
目
標
を
伺
う
と
、「
角
界
入
り

を
考
え
て
い
ま
す
」
と
プ
ロ
入
り
を
前
向
き
に
語
っ
た
。

　

矢
後
選
手
の
今
後
に
期
待
し
た
い
。

矢後太規（やご・たかのり）
平成 6年 7月８日生まれ、北海道出身。
186cm・165㎏。埼玉栄高等学校卒、中
央大学４年生。第 54回全国選抜大学・
実業団対抗相撲和歌山大会個人２位、第
42回東日本学生相撲個人体重別選手権大
会 135㎏以上級優勝

◎
優
勝
＝
矢や

後ご

太た
か

規の
り

参
段（
中
央
大
学
）

優　勝　者　インタビュー
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○
準
優
勝
＝
深ふ
か

井い

拓た
く

斗と

参
段（
東
洋
大
学
）

「
冬
か
ら
ス
ピ

ー
ド
を
重
点
と

し
て
稽
古
を
重

ね
、
今
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。

決
勝
で
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
入

賞
で
き
ま
し
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
良
か

っ
た
で
す
。
中
出
コ
ー
チ
と
の
対
戦
で
は

〝
絶
対
に
負
け
な
い
〟
と
挑
み
ま
し
た
。

勝
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
だ
技
術
が
足

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
落
ち

こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
、
常
に
上
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
３
位
＝
黒く
ろ

川か
わ

宗そ
う

一い
ち

郎ろ
う

四
段
（
ア
イ
シ
ン

軽
金
属
）

「
今
回
を
振
り

返
る
と
、
準
々

決
勝
ま
で
は
完

璧
な
試
合
が
で

き
ま
し
た
が
、

準
決
勝
が
一
番
駄
目
な
試
合
と
な
り
ま
し

た
。
立
合
い
が
甘
か
っ
た
で
す
。
左
を
差

村田　　亮（東　洋　大　学）　参
滝田　　真（三　　重　　県）　四
中村　友哉（金 沢 学 院 大 学）　参
中島　　望（日　本　大　学）　参
南　　友太（日 本 体 育 大 学）　参
城山　聖羅（東　洋　大　学）　参
一ノ瀬康平（福　　岡　　県）　四
西郷　智博（鳥　　取　　県）　四
黒川宗一郎（アイシン軽金属）　四
中出　雄真（東 洋 大 学 職 員）　四
片村　敬也（日　本　大　学）　参
岡田　祐輔（ア イ シ ン 精 機）　四
西野　倫理（東　洋　大　学）　参
深井　拓斗（東　洋　大　学）　参
冨田　元輝（和 歌 山 県 庁）　四
木﨑伸之助（日　本　大　学）　参
黒川宏次朗（拓　殖　大　学）　参
由留部圭祐（愛　　媛　　県）　四
古川　貴博（日　本　大　学）　参
大波　　渥（東　洋　大　学）　参
吉　　数馬（近　畿　大　学）　参
野口　清之（長　　崎　　県）　四
西方　　航（栃　　木　　県）　四
矢後　太規（中　央　大　学）　参
森本　太良（和 歌 山 県 庁）　四
里舘　　健（岩　　手　　県）　四
中島　勇樹（日　本　大　学）　参
北村　直樹（東 京 農 業 大 学）　参
三輪　隼斗（日 本 体 育 大 学）　参
寺沢　　樹（東　洋　大　学）　参
トゥルボルド（日　本　大　学）　参
村山　大洋（新　　潟　　県）　四
神山　達哉（ア イ シ ン 精 機）　四
白石　雅仁（東　洋　大　学）　参
橋本　幸一（九 州 情 報 大 学）　参
荒木関賢悟（東 洋 大 学 職 員）　四

第65回全日本相撲選手権大会 （決勝トーナメント）

優
勝
・
矢
後

　
太
規
（
中
央
大
）

準
優
勝
・
深
井

　
拓
斗
（
東
洋
大
学
）

三

　
位
・
黒
川
宗
一
郎
（
ア
イ
シ
ン
軽
金
属
）

　
〃

　
・
荒
木
関
賢
吾
（
東
洋
大
学
職
員
）

寄り倒し

寄り切り

押し出し

送り倒し

送り出し

押し出し

寄り切り

突き落し
叩き込み

押し出し
押し出し

上手出し投げ
押し倒し

網打ち

押し倒し

寄り切り

押し出し

突き出し

下手投げ

叩き込み

寄り倒し

突き落し
突き落し

押し出し
寄り切り

押し出し

上手捻り

下手投げ

押し出し
寄り切り

寄り切り

上手投げ

押し出し

叩き込み

寄り切り

氏　名 所　属 段位

し
に
い
っ
た
ら
、
諸
差
し
を
許
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
右
に
差
せ
ば
よ
か
っ
た
で

す
。
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
選
手
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
初
戦
で
負
け
た
の
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
意
識
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
」

▽
３
位
＝
荒あ
ら

木き

関ぜ
き

賢け
ん

悟ご

四
段
（
東
洋
大
学

職
員
）

　
「
準
決
勝
で
負

け
て
し
ま
い
ま

し
た
。や
は
り
、

年
齢
を
重
ね
て

く
る
と
、体
力
、

筋
力
な
ど
が
衰
え
て
き
ま
す
。
そ
の
辺
り

を
な
る
べ
く
維
持
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

て
お
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
も
う
少
し
、

相
撲
を
取
れ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
寺
沢

選
手
と
は
東
洋
大
学
で
い
つ
も
一
緒
に
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
コ
ー
チ
の
立

場
で
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
対
戦
し
た
く

な
か
っ
た
で
す
け
ど
、
寺
沢
選
手
も
勝
と

う
と
臨
む
試
合
で
す
の
で
、
絶
対
に
負
け

ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
ね
」

入
賞
者
コ
メ
ン
ト
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全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
の
予
選
と

本
選
の
間
に
、
第
29
回
全
日
本
小
学
生

相
撲
優
勝
大
会
が
行
わ
れ
た
。
大
会
は
、

小
学
生
の
最
高
峰
の
競
技
会
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
相

撲
連
盟
は
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
実
施
し
、

代
表
選
手
を
決
定
。
大
会
に
は
小
学
６

年
生
、
５
年
生
、
４
年
生
以
下
の
３
部

門
に
各
33
名
、
計
99
名
の
代
表
選
手
が

出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

【
大
会
結
果
】

■
小
学
６
年
生

▽
優　

勝
＝
成
田
力
道
（
青　

森
）

▽
準
優
勝
＝
新
島
伊
武
起
（
鹿
児
島
）

▽
３　

位
＝
三
浦
智
一
（
青　

森
）

　
　
　
　
　

田
子
麻
聖
（
秋　

田
）

■
小
学
５
年
生

▽
優　

勝
＝
山
下
昇
介
（
鹿
児
島
）

▽
準
優
勝
＝
鈴
木
真
実
（
静　

岡
）

▽
３　

位
＝
鈴
木　

希
（
静　

岡
）

　
　
　
　
　

田
崎
正
美
（
大　

阪
）

■
小
学
４
年
生
以
下

▽
優　

勝
＝
西
出
大
毅
（
和
歌
山
）

▽
準
優
勝
＝
武
井
銀
士
（
静　

岡
）

▽
３　

位
＝
山
本
十
蔵
（
京　

都
）

　
　
　
　
　

西
島
悠
来
（
千　

葉
）

第
29
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会

小学５年生の部・決勝＝
山下（左）の寄り切り

小学４年生以下の部・決勝＝
西出（右）の寄り切り

小
学
６
年
生
の
部
・
決
勝
＝
成
田
（
右
）
の
寄
り
倒
し

　

小
学
６
年
生
で
は
、
過
去
２
回
優
勝
の

成な
り

田た

力り
き

道ど
う

（
青
森
）
が
新
島
伊
武
起
（
鹿

児
島
）
を
右
四
つ
か
ら
寄
り
倒
し
優
勝
を

飾
っ
た
。

　

小
学
５
年
生
で
は
山や
ま

下し
た

昇し
ょ

介う
す
け（

鹿
児

島
）
が
鈴
木
真
実
（
静
岡
）
を
左
四
つ
か

ら
寄
り
切
っ
て
優
勝
。

　

小
学
４
年
生
で
は
西に
し

出で

大だ
い

毅き

（
和
歌

山
）
が
武
井
銀
士
（
静
岡
）
を
右
四
つ
か

ら
寄
り
切
っ
て
優
勝
を
果
た
し
た
。

小
学
６
年
生
の
部
＝

左
か
ら
成
田
、
新
島
、
三
浦
、
田
子

小学５年生の部＝
左から山下、鈴木（真）、鈴木（希）、田崎

小学４年生の部＝
左から西出、武井、山本、西島
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〈広告〉

香川大学教授・医学博士
　　　　　剣道教士八段
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好

評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道

の
す
す
め
﹂
を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相

撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少

林
寺
拳
法
・
な
ぎ
な
た
・
銃

剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方

に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す

ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
描
い
て
い

ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で

楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道

教
養
マ
ン
ガ
。

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（Ｂ5判・236 頁）
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ニュース

　

皇
后
盃
第
61
回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
な
ぎ
な
た
連

盟
）
は
、
昨
年
12
月
４
日
、
千
葉
県
浦
安

市
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
。
全
国
各
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
精
鋭

54
選
手
が
、
な
ぎ
な
た
日
本
一
の
座
を
懸

け
て
覇
を
競
っ
た
。

　

決
勝
で
山や
ま

本も
と

千ち

代よ

錬
士
（
和
歌
山
）
が

長な
が

澤さ
わ

美み

咲さ
き

四
段
（
愛
媛
）
を
降
し
、
昨
年

に
続
き
二
度
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。
３
位

に
は
白し
ら

川か
わ

未み

樹き

四
段
（
香
川
）
が
入
賞
し

た
。

　

試
合
は
５
分
間
３
本
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
争
わ
れ
た
。
時
間
内
に
勝
敗
が

つ
か
な
い
場
合
は
、
判
定
と
し
た
（
決
勝

は
３
分
間
１
回
の
延
長
あ
り
）。

　

準
決
勝
に
は
、
前
回
優
勝
の
山や
ま

本も
と

千ち

代よ

（
和
歌
山
）、
初
出
場
で
全
日
本
学
生
な
ぎ

な
た
選
手
権
大
会
個
人
戦
ベ
ス
ト
８
・
団

体
戦
２
位
の
白し
ら

川か
わ

未み

樹き

（
香
川
）、
同
じ

く
初
出
場
で
全
日
本
学
生
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会
団
体
優
勝
経
験
の
あ
る
長な
が

澤さ
わ

美み

咲さ
き

（
愛
媛
）、前
々
回
準
優
勝
の
吉よ
し

井い

和か
ず

代よ
（
東

京
）
の
４
人
が
進
出
し
た
。

皇后盃第 61 回全日本なぎなた選手権大会

山本千代錬士が連覇

決勝＝山本千代（右）が長澤美咲のメンを攻める

（和歌山）
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◆
３
位
決
定
戦

　

白
川
未
樹　
　

判
―　

吉
井
和
代

　

落
ち
着
い
た
試
合
展
開
の
中
、
先
に
攻

め
に
出
た
の
は
吉
井
。
遠
間
か
ら
面
を
放

つ
が
決
め
切
れ
な
い
。
そ
の
後
、
白
川
が

力
強
い
打
突
を
見
せ
、
吉
井
が
冷
静
に
凌し
の

ぐ
。
幾
度
か
膠こ
う

着ち
ゃ
く状

態
が
続
く
も
、
終

盤
は
、
吉
井
が
ツ
キ
や
ス
ネ
を
繰
り
出

す
。
白
川
も
攻
め
の
手
を
緩
め
な
か
っ
た

が
時
間
切
れ
で
試
合
終
了
。
勝
負
は
判
定

と
な
っ
た
。
結
果
は
、
白
川
に
旗
が
２
本

上
が
り
、
３
位
が
決
定
し
た
。

３位決定戦＝白川（左）が吉井のコテを攻める

◆
準
決
勝

　

山
本
千
代　
　

判
―　

白
川
未
樹

　

昨
年
選
手
権
者
の
山
本
に
対
し
、
先
手

を
打
っ
て
白
川
が
コ
テ
を
攻
め
る
。
一
足

一
刀
の
間
合
い
で
の
駆
け
引
き
が
続
く
。

試
合
が
再
開
す
る
と
、
鋭
く
打
ち
込
む
両

者
だ
が
、
一
本
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
時
間

終
了
と
な
っ
た
。
旗
判
定
の
結
果
、
山
本

の
決
勝
進
出
が
決
ま
っ
た
。

　

長
澤
美
咲　

ス
コ
―　

吉
井
和
代

　

ベ
テ
ラ
ン
の
吉
井
に
対
し
、
長
澤
も
打

ち
負
け
る
こ
と
な
く
互
角
に
戦
う
。
開
始

わ
ず
か
18
秒
、
長
澤
の
連
続
技
か
ら
ス
ネ

が
決
ま
り
、
一
本
。
続
く
立
合
い
で
、
長

澤
が
鋭
い
コ
テ
を
放
つ
と
吉
井
が
反
応
で

き
ず
、
一
本
。
長
澤
が
堂
々
の
二
本
勝
ち

で
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

準決勝＝山本（右）対白川

◆
決
勝

　

山
本
千
代　

延
メ
―　

長
澤
美
咲

　

試
合
は
静
か
な
立
ち
上
が
り
。
先
に
攻

め
に
出
た
の
は
長
澤
。
山
本
も
払
っ
て
か

ら
の
ス
ネ
、
遠
間
か
ら
の
メ
ン
と
攻
め
に

出
る
。
終
盤
に
入
る
と
、
長
澤
も
手
数
を

増
や
し
、激
し
い
攻
防
と
な
る
。し
か
し
、

両
者
攻
め
切
れ
な
い
ま
ま
延
長
へ
。
延
長

50
秒
、
競
り
合
い
か
ら
離
れ
た
瞬
間
、
山

本
が
一
瞬
の
隙
を
突
い
て
、
メ
ン
を
決
め

る
。
山
本
に
旗
２
本
が
上
が
り
、
連
覇
が

決
ま
っ
た
。
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全日本なぎなたの形（仕・堀田和美、打・成田登代子） 天道流薙刀術（受太刀・砂川碧、仕太刀・木村恭子）

公
開
演
武

◎
優
勝
＝
山
本
千
代
選
手
（
和
歌
山
）

「
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」

　

連
覇
を
達
成
し
て
清
々
し
い
笑
顔
を
見

せ
る
山
本
選
手
。
今
大
会
に
ど
の
よ
う
な

意
気
込
み
で
臨
ん
だ
の
か
。

「
去
年
は
上
を
目
指
す
だ
け
の
気
持
ち
だ

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
今
年
は
追
わ
れ
る
身

で
し
た
。
相
手
は
私
の
こ
と
を
研
究
し
て

く
る
の
で
、
昨
年
よ
り
も
し
ん
ど
い
試
合

長
３
分
間
の
試
合
を
し
て
い
た
ん
で
す
け

ど
、
皇
后
盃
に
向
け
て
５
分
間
の
試
合
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
自
分
が
一
本
を
決
め
ら
れ

る
力
が
な
か
っ
た
の
で
延
長
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
本
を
決
め
ら
れ

る
よ
う
に
も
っ
と
も
っ
と
精
度
を
上
げ
て

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

来
年
の
愛
媛
国
体
で
、
自
分
の
力
が
発

揮
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
稽
古
に
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
３
位
＝
白
川
未
樹
選
手
（
香
川
）

「
３
位
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
皇
后
盃
と
い
う
レ
ベ
ル
の
高
い

試
合
に
出
さ
せ
て
も
ら
え
た
チ
ャ
ン
ス

を
、
自
分
の
も
の
に
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
た
こ
と
と
、
落
ち
着
い
て
し
っ
か
り

相
手
を
見
よ
う
と
意
識
し
て
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。

　

昨
年
四
段
を
取
得
し
、
今
回
の
大
会
が

初
出
場
で
す
。
現
在
は
、
琴
平
高
校
の
な

ぎ
な
た
部
の
顧
問
を
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
生
徒
を
優
勝
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
自
分
も
競
技
者
と
し
て
生
徒

と
一
緒
に
切
磋
琢
磨
し
、
上
位
入
賞
を
目

指
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

左から白川未樹四段、山本千代錬士、長澤美咲四段

に
な
る
と
思
っ
て
ま
し
た
。
そ
れ
に
勝
る

自
分
の
気
力
と
体
力
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
準
備
し
て
大
会
に
は
臨
み
ま
し
た
」

　

今
大
会
に
は
覚
悟
を
持
っ
て
臨
ん
だ

が
、
予
想
通
り
の
厳
し
い
試
合
に
な
っ
た

と
語
る
。

　
「
今
回
は
２
連
覇
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
し
た
し
、
追
わ
れ
る
立
場
で
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
な
か
っ
た
と
言
っ
た
ら
嘘
に
な

り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
精
神
的
に

も
辛
い
試
合
に
な
り
ま
し
た
。
と
に
か
く

一
戦
一
戦
大
切
に
し
な
が
ら
戦
お
う
と
思

い
ま
し
た
」

　

最
後
に
今
後
の
目
標
を
語
っ
た
。

「
家
族
が
い
い
と
言
っ
て
く
れ
る
の
な
ら

ば
、
３
連
覇
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

　

和
歌
山
県
庁
に
勤
め
、
家
事
や
育
児
を

こ
な
し
な
が
ら
稽
古
に
励
む
山
本
選
手
。

家
族
に
支
え
ら
れ
、
強
き
母
は
闘
志
を
燃

や
し
て
い
た
。

◯
準
優
勝
＝
長
澤
美
咲
選
手
（
愛
媛
）

「
楽
し
め
た
部
分
と
悔
し
い
部
分
が
あ
り

ま
し
た
。
一
回
戦
か
ら
ず
っ
と
き
つ
か
っ

た
で
す
。
こ
の
大
会
は
他
の
大
会
と
空
気

も
違
い
、
５
分
間
と
い
う
試
合
時
間
は
初

め
て
で
し
た
。
い
つ
も
の
地
稽
古
で
は
最
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皇后盃　第61回全日本なぎなた選手権大会

上牧　真美（鹿児島）四段

照井　順子（東京）五段

髙瀬　　怜（埼玉）四段

髙橋　　梓（北海道）四段

清水真由美（兵庫）錬士

岩﨑　　彩（岩手）五段

貫井みさき（京都）四段

大沼　愛奈（山形）四段

玉那覇美紀（沖縄）四段

竹葉　美江（高知）五段

濱岡紀久子（岡山）教士

井上　美代（島根）四段

長澤　美咲（愛媛）四段

山根　園子（広島）錬士

見世真弓実（青森）四段

吉井　和代（東京）錬士

宮森　洋子（宮崎）五段

川合　葉季（石川）四段

山内　　綾（和歌山）五段

窪田　恵望（佐賀）五段

早田　朱美（富山）五段

道端　琴美（千葉）四段

林　香予子（愛知）五段

渥美久二子（静岡）錬士

林田　葉純（大阪）四段

髙倉　希望（神奈川）四段

佐藤あき子（熊本）錬士

錬士（和歌山）山本　千代

錬士（新潟）枡本　明理

五段（千葉）大谷嘉奈子

錬士（神奈川）梅原　敬子

四段（兵庫）大友　希美

四段（三重）杉野　　圭

錬士（大分）築城　理惠

五段（群馬）石田由美子

四段（茨城）オドノフ飛鳥

錬士（鳥取）鳥飼　明子

五段（長野）戸田　千惠

五段（宮城）熊倉小絵美

五段（山梨）志藤　綾香

四段（栃木）飯野小百合

四段（埼玉）橋本　実紀

四段（香川）白川　未樹

四段（長崎）金子由美子

四段（東京）和田うらら

四段（秋田）鈴木　裕子

四段（岐阜）藤井　香代

錬士（大阪）佐野　志保

四段（滋賀）北村由美子

五段（奈良）田村佳奈子

四段（福島）武藤小夜子

四段（福岡）田中　利江

四段（山口）武本　恵美

四段（福井）渡辺　啓乃

称号・段位　選出県　　　 氏　名 氏　名  　　　選出県　称号・段位

優
勝
・
山
本
千
代

準
優
勝
・
長
澤
美
咲

白川未樹
（香川）

３位決定戦
白川未樹

吉井和代
（東京） ※　◯囲みは先取した有効打突

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判
判

判

判

判
判

判

判

判

判

判

判

延長

判

判

判

ス メ

メ
ス ス 

ス ス 

メス 

メ

メ

メ

ス ス 

ス ス コ ス

コ メ

コ

コ

スメ 

コス

コメ 

メ メ 

ス

メ

メ

ス 

ス 

メ

ス 

ス 

ス 

メ

メ

直心影流薙刀術（打太刀・園部正美、仕太刀・梶山武子）
リズムなぎなた（幕張なぎなたスポーツ少年団、
瑞穂なぎなたスポーツ少年団）

公
開
演
技

公
開
演
武
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ニュース

　

第
16
回
全
日
本
男
子
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
）
は
、

昨
年
12
月
３
日
、
千
葉
県
浦
安
市
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
、全
国
か
ら
42
名
の
選
手
が
出
場
。
前
回
優
勝
の
増ま
す

田だ

通み
ち

仁ひ
と

二
段
（
兵
庫
）

が
２
回
戦
敗
退
と
い
う
展
開
の
中
、
決
勝
は
、
前
回
３
位
の
佐さ

橋は
し

五さ
つ
き月

四
段
（
愛
知
）

が
増ま
す

田だ

良よ
し

明あ
き

四
段
（
兵
庫
）
を
降
し
、初
優
勝
を
果
し
た
。
３
位
は
大お
お

川か
わ

宗む
ね

則の
り

三
段
（
茨

城
）
が
入
賞
し
た
。

佐橋五月四段（愛知）が初優勝
決勝＝佐橋五月（右）が増田良明のメンを攻める

　

試
合
は
４
分
間
３
本
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
で
争
わ
れ
た
。
時
間
内
に
勝
敗
が

つ
か
な
い
場
合
は
、
判
定
と
し
た
（
決
勝

は
２
分
間
１
回
の
延
長
あ
り
）。

　

準
決
勝
に
は
大お
お

川か
わ

宗む
ね

則の
り

（
茨
城
）、
佐さ

橋は
し

五さ
つ
き月
（
愛
知
）、
増ま
す

田だ

良よ
し

明あ
き

（
兵
庫
）、

藤ふ
じ

田た

智と
も

也や

（
三
重
）
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

準
決
勝
第
一
試
合
、
大
川
対
佐
橋
は
、

一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く
が
、
判
定
で
佐

橋
が
勝
ち
、
決
勝
進
出
を
決
め
た
。
第
二

試
合
は
増
田
対
藤
田
。
増
田
が
メ
ン
を
奪

っ
て
の
一
本
勝
ち
を
収
め
、
決
勝
進
出
。

◆
決
勝

　

佐
橋
五
月　

延
メ
―　

増
田
良
明

　

序
盤
か
ら
積
極
的
に
攻
め
に
出
る
佐

橋
。
メ
ン
の
連
続
技
で
攻
め
る
佐
橋
に
対

し
、
増
田
は
ス
ネ
を
狙
い
に
行
く
。
佐
橋

は
持
ち
替
え
て
メ
ン
や
ス
ネ
を
繰
り
出

し
、
な
お
も
積
極
的
に
攻
め
る
。
増
田
も

要
所
で
間
合
い
を
詰
め
て
、
ス
ネ
の
連
続

技
で
攻
め
る
も
決
め
切
れ
な
い
。
両
者
、

有
効
打
突
が
奪
え
な
い
ま
ま
時
間
と
な
り

延
長
戦
へ
。
延
長
開
始
直
後
、
佐
橋
は
増

田
の
な
ぎ
な
た
を
払
っ
て
鋭
く
メ
ン
を
決

め
て
一
本
勝
ち
。
佐
橋
の
嬉
し
い
初
優
勝

が
決
ま
っ
た
。

◎
優
勝
＝
佐
橋
五
月
選
手
（
愛
知
）

　

延
長
の
末
、
見
事
に
メ
ン
を
決
め
た
決

勝
戦
を
こ
う
振
り
返
っ
た
。

「
試
合
中
に
放
っ
た
メ
ン
に
手
ご
た
え
を

感
じ
、
延
長
戦
で
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
し
た
。
得
意
技
が
決
勝
の
舞
台
で
出
せ

て
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

嬉
し
そ
う
に
語
る
が
、
そ
の
顔
に
は
冷

静
さ
も
感
じ
ら
れ
た
。

「
賞
を
い
た
だ
い
た
後
は
、
賞
状
や
カ
ッ

プ
を
そ
の
日
の
内
に
し
ま
う
ん
で
す
。
こ

こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
、

次
が
あ
る
、と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

第
16
回
全
日
本
男
子
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
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優
勝
し
て
も
な
お
先
を
見
据
え
る
佐

橋
。
自
ら
の
改
善
点
を
静
か
に
語
っ
た
。

「
自
分
の
な
ぎ
な
た
は
け
っ
こ
う
頼
り
な

い
。
ブ
レ
る
試
合
が
多
い
。
そ
こ
を
改
善

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

な
ぎ
な
た
は
９
歳
か
ら
始
め
、
今
年
で

16
年
目
。
最
後
に
そ
の
魅
力
を
聞
い
た
。

「
先
生
の
言
っ
た
通
り
に
や
る
と
試
合
で

一
本
が
取
れ
る
。
そ
れ
が
楽
し
く
て
、
さ

ら
に
自
分
の
得
意
技
を
見
つ
け
、
精
度
を

上
げ
て
決
め
技
に
す
る
。
そ
し
て
、
一
本

を
取
る
。こ
れ
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

社
会
人
と
な
り
、
練
習
の
機
会
が
少
な

い
中
、
ス
ト
イ
ッ
ク
に
稽
古
を
重
ね
る
佐

橋
選
手
に
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

○
準
優
勝
＝
増
田
良
明
選
手
（
兵
庫
）

「
よ
く
こ
こ
ま
で
勝
ち
進
め
た
と
思
い
ま

す
。
い
つ
も
は
３
、
４
回
戦
で
負
け
て
い

た
の
で
今
回
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

決
勝
ま
で
は
い
け
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
相
手
に
攻
め
込
ま
れ
て
し
ま
い
、
思
う

左から大川宗則三段、佐橋五月四段、増田良明四段 準決勝＝増田（右）対藤田

３位決定戦＝大川（左）対藤田 準決勝＝佐橋（左）対大川

よ
う
な
試
合
運
び
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
気
持
ち
の
問
題
や
体
力
面
も
良
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ら

を
課
題
に
し
て
稽
古
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
試
合
前
は
も
の
す
ご
く
緊
張
す
る

ん
で
す
。
そ
の
緊
張
を
減
ら
せ
る
よ
う
も

っ
と
内
面
を
磨
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
３
位
＝
大
川
宗
則
選
手
（
茨
城
）

「
な
ぎ
な
た
の
最
大
の
魅
力
は
間
合
い
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぎ
な
た
は
、
遠
間

か
ら
長
物
を
使
っ
て
の
攻
防
が
た
ま
ら
な

く
面
白
い
で
す
。
力
だ
け
に
頼
ら
ず
身
体

を
使
っ
た
正
し
い
な
ぎ
な
た
で
試
合
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
選
手
に
な
り
た
い
と
思

い
続
け
て
稽
古
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
日
々
な
ぎ
な
た
の
稽
古
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」

参加者全員による団体基本

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

元
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
顧
問

徳
永 

千
代
子
著

私
の
歩
ん
だ

なぎなたという素晴らしい武道を

一人でも多くの人に伝えたい

◇第１章多感な少女時代　◇第２章薙刀術教
員養成所　◇第３章卒業　◇第４章なぎなた
教師◇第５章全日本なぎなた連盟結成　◇第
６章財団法人化　◇第７章体協加盟と国体参
加　◇第８章生涯続くなぎなたの道

戦前の薙刀術教員養成所に始まり、戦後の
苦難の復興期を経て、現在の隆盛に至るま
で、著者自身が歩んだなぎなたの道を振り
返りながら、なぎなたの素晴らしさを謳い
上げた会心作。なぎなた愛好者のみならず、
武道指導者必読の一書。

（ 

四
六
判
・
上
製
・
２
５
２
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編

翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

（ 四六判・上製・366 頁 ）

一千数百年の歴史を有する武道の全容を一冊に

集大成。武道小百科事典としても役立つ充実の

巻末資料など、武道関係者必携書。

武道のすべてを網羅した『日本の武道』の英語

版がついに刊行 !　海外武道修業者・関係者に

おすすめしたい決定版。

なぎなたに夢を馳せて

長濱 文子 著

沖縄県なぎなた連盟会長
国際なぎなた連盟副会長

（ 四六判・上製・356 頁 ）

沖縄におけるなぎなた成長の道のりを、連盟会

長として組織運営・人材育成に携わってきた著

者が振り返る。

贈る言葉
なぎなた範士からのメッセージ

月刊「武道」編集部 編

全国各地のなぎなた範士 25 名が、後世のなぎ

なた人へ贈るメッセージ。近代なぎなたの史料

ともなる各範士の歩みを綴った半生記集。

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

『風姿花伝』、『兵法家伝書』、『五輪書』など、代

表的な武道伝書をわかりやすく読み解き、読者

のためになるメッセージを贈る。

柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・

なぎなた・銃剣道・古武道の各先生方に直接インタビュー取材

し、武道の良さ、素晴らしさをおもしろく、わかりやすく描く。

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

臨床心理学の立場から、子どもを育む武道の可

能性、教育力に迫る。子どもをより良く伸ばす

ための知恵と珠玉の言葉を満載。

傘寿を超えた武道界の先達 30 名が贈る、後輩 

への熱きメッセージ。修行時代から現在までの

足跡を辿る、後世に残す記録集。
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２
０
２
０
年
東
京
五
輪
を
目
指
し
て

阿
部
一
二
三︵　
︶が
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

会場となった東京体育館

 
柔
道
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京

柔
道
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京

男子
66㎏級
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１
年
を
締
め
括
り
、
日
本
で
開
催
さ
れ

る
唯
一
の
国
際
大
会
で
あ
る
柔
道
グ
ラ
ン

ド
ス
ラ
ム
東
京
（
主
催
＝
国
際
柔
道
連

盟
、
主
管
＝
全
日
本
柔
道
連
盟
）
が
昨
年

12
月
２
日
～
４
日
の
３
日
間
、
東
京
・
千

駄
个
谷
の
東
京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

体
重
別
に
男
女
14
階
級
の
試
合
が
行
わ

れ
、
４
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

据
え
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
リ
オ

五
輪
の
日
本
代
表
選
手
の
多
く
を
怪
我
や

休
養
で
欠
い
た
も
の
の
、
男
子
は
髙た
か

藤と
う

直な
お

寿ひ
さ

、
永な
が

瀬せ

貴た
か

規の
り

、
女
子
は
近こ
ん

藤ど
う

亜あ

美み

、
梅う
め

木き

真ま

美み

、山や
ま

部べ

佳か

苗な
え

の
計
５
選
手
が
出
場
。

　

日
本
は
10
個
の
金
メ
ダ
ル
、
９
個
の
銀

メ
ダ
ル
、
16
個
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

て
、
総
合
１
位
の
成
績
。
２
０
２
０
年
に

向
け
て
順
調
な
船
出
と
な
っ
た
。

▽
60
㎏
級

　

先
月
の
講
道
館
杯
で
優
勝
し
た
永な

が

山や
ま

竜り
ゅ

樹う
じ
ゅ（
東
海
大
）
と
リ
オ
五
輪
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
の
髙た
か

藤と
う

直な
お

寿ひ
さ

（
パ
ー
ク
24
）
が
決
勝

で
対
決
。
永
山
は
大
学
の
先
輩
で
も
あ
る

髙
藤
に
果
敢
に
立
ち
向
か
う
も
、
や
や
押

さ
れ
気
味
に
試
合
が
進
む
。
指
導
が
一
つ

■
男
子

■
男
子

66㎏級決勝＝阿部（右）対橋口。阿部が背負落一本で優勝を決める

JUDO GRAND SLAM TOKYO 2016
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永
山
に
入
っ
て
、
試
合
時
間
残
り
50
秒
で

髙
藤
が
背
負
投
を
仕
掛
け
る
が
決
ま
ら
な

い
。
髙
藤
は
そ
の
ま
ま
潰
れ
よ
う
と
す
る

が
、
永
山
は
組
手
を
切
ら
ず
に
繰
り
返
し

内
股
を
仕
掛
け
る
と
、
堪こ
ら

え
き
れ
な
く
な

っ
た
髙
藤
の
身
体
が
一
回
転
。
永
山
が
先

輩
髙
藤
を
一
本
で
降
し
て
、
嬉
し
い
初
優

勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
永な
が

山や
ま

竜り
ゅ

樹う
じ
ゅ選

手
（
東
海
大
）

「
こ
の
大
会
で
髙
藤
先
輩
に
勝
っ
て
優
勝

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
出

来
て
良
か
っ
た
で
す
。
先
輩
な
の
で
、
絶

対
勝
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
し

た
。
こ
の
大
会
で
優
勝
し
て
、
２
０
２
０

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
良
か
っ
た

で
す
。
し
っ
か
り
一
本
を
取
る
柔
道
を
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
４
年
後
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
り
ま
す
」

▽
66
㎏
級

　

決
勝
に
残
っ
た
の
は
、
調
子
良
く
技
を

決
め
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
阿あ

部べ

一ひ

二ふ

三み

（
日
本
体
育
大
）
と
、
講
道
館
杯
で
そ
の

阿
部
を
袖
釣
込
腰
一
本
で
降
し
た
橋は
し

口ぐ
ち

祐ゆ
う

葵き

（
明
治
大
）。
試
合
開
始
か
ら
阿
部
が

積
極
的
に
前
に
出
る
。
す
る
と
、
開
始
１

分
、
講
道
館
杯
で
の
お
返
し
と
ば
か
り
に

阿
部
が
袖
釣
込
腰
で
有
効
を
奪
う
。
そ
の

約
30
秒
後
、
組
手
争
い
か
ら
、
阿
部
は
橋

口
の
襟
を
摑つ
か

む
や
い
な
や
、
低
く
沈
み
込

ん
で
背
負
落
を
仕
掛
け
る
。
阿
部
は
橋
口

が
反
応
す
る
間
を
与
え
ず
、
豪
快
に
畳
に

叩
き
付
け
て
見
事
な
一
本
勝
。
阿
部
が
２

年
ぶ
り
に
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
を
制
し

た
。

◎
優
勝
＝
阿あ

部べ

一ひ

二ふ

三み

選
手（
日
本
体
育
大
）

「
嬉
し
い
の
と
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
感
じ

と
両
方
あ
り
ま
す
。
講
道
館
杯
で
投
げ
ら

れ
て
負
け
て
い
る
相
手
だ
っ
た
の
で
リ
ベ

ン
ジ
で
き
ま
し
た
。
今
日
は
自
分
の
良
い

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
出
て
、
し
っ
か
り
投

げ
て
自
分
の
柔
道
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
ど
う

ア
ピ
ー
ル
す
る
か
が
大
事
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
圧
倒
的
な
力
で
オ
ー
ル
一
本
を
取

っ
て
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

優
勝
し
た
い
で
す
」

▽
73
㎏
級

　

橋は
し

本も
と

壮そ
う

市い
ち

（
パ
ー
ク
24
）、
土ど

井い

健た
け

史し

（
ダ
イ
コ
ロ
）、
立た
つ

川か
わ

新あ
ら
た（

東
海
大
）、
中な
か

矢や

力り
き

（
A
L
S
O
K
）
が
日
本
代
表
と
し

て
出
場
。
中
矢
は
２
回
戦
で
敗
退
。
橋
本

は
準
決
勝
で
立
川
を
指
導
差
で
、
土
井
は

ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ァ
ン
テ
ィ
ヘ
ル
ト
を
袖
釣

込
腰
一
本
で
そ
れ
ぞ
れ
降
し
て
、
決
勝
に

進
出
。
決
勝
戦
、
互
い
に
激
し
く
技
を
仕

掛
け
る
橋
本
と
土
井
だ
が
、
先
に
技
を
出

す
の
は
橋
本
。
ポ
イ
ン
ト
が
入
ら
な
い
ま

ま
試
合
は
進
み
、
残
り
１
分
30
秒
で
土
井

男子 60kg 級決勝＝永山（奥）の内股が決まる

男子 66kg 級決勝＝阿部（右）が袖釣込腰の有効で先制する
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に
指
導
、
終
盤
に
も
場
外
の
指
導
が
土
井

に
入
り
、
指
導
差
２
で
、
土
井
を
降
し
た

橋
本
が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
橋は
し

本も
と

壮そ
う

市い
ち

選
手
（
パ
ー
ク
24
）

「
最
高
の
気
持
ち
で
す
。
苦
し
い
試
合
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
柔
道
を
し
て
で

も
勝
つ
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
の
で
、
優

勝
に
繋つ
な

が
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
年
海

外
の
大
会
で
４
連
勝
し
た
の
で
、
あ
と
は

大
野
を
倒
す
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
世
界
選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
か

ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
た
い
で
す
」

▽
81
㎏
級

　

リ
オ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
る
永な
が

瀬せ

貴た
か

規の
り

（
旭
化
成
）
が
２
回
戦
か
ら
登
場
。

順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
で
は
春は
る

山や
ま

友ゆ
う

紀き

（
自
衛
隊
体
育
学
校
）
と
対
戦
。
指

導
２
で
優
勢
勝
し
て
、
決
勝
の
相
手
は
ラ

ッ
セ
ル
（
ド
イ
ツ
）。
試
合
終
盤
、
相
手

が
仕
掛
け
て
き
た
内
股
を
返
し
て
有
効
を

奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
縦
四
方
固
で
が
っ
ち

り
抑
え
込
ん
で
一
本
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。

◎
優
勝
＝
永な
が

瀬せ

貴た
か

規の
り

選
手
（
旭
化
成
）

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
て
最
初
の
試

合
だ
っ
た
の
で
、
４
年
後
の
東
京
に
向
け

て
な
ん
と
し
て
で
も
優
勝
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
の
で
勝
て
て
良
か
っ
た
で
す
。
リ

オ
で
は
負
け
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

改
め
て
自
分
も
強
い
ん
だ
と
い
う
と
こ
ろ

を
少
し
見
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝
す
る
た
め
に
、
そ

し
て
、
リ
オ
で
感
じ
た
悔
し
さ
を
晴
ら
せ

る
よ
う
に
４
年
間
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
」

▽
90
㎏
級

　

準
決
勝
に
は
、
日
本
か
ら
は
西に
し

山や
ま

大だ
い

希き

（
新
日
鐵
住
金
）、
長な
が

澤さ
わ

憲け
ん

大た

（
パ
ー
ク

24
）
が
進
出
。
し
か
し
、
西
山
は
ク
コ
リ

（
セ
ル
ビ
ア
）
に
小
外
刈
の
有
効
を
奪
わ

れ
、
長
澤
は
ク
レ
ル
ゲ
（
フ
ラ
ン
ス
）
に

ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
で
内
股
透
の
技
有
を

取
ら
れ
て
敗
れ
、
日
本
勢
は
決
勝
進
出
な

ら
ず
。
決
勝
戦
、
ク
コ
リ
対
ク
レ
ル
ゲ
は

ク
コ
リ
が
指
導
２
を
取
ら
れ
て
劣
勢
に
立

た
さ
れ
る
も
、
残
り
１
分
30
秒
で
技
有
を

奪
い
、
最
後
は
体
落
一
本
で
快
勝
し
た
。

男子 81kg 級決勝＝永瀬（上）が内股返で有効を奪う

男子 90kg 級決勝＝クコリ（奥）が体落一本

男子 73kg 級決勝＝橋本（下）が攻める
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▽
100
㎏
級

　

日
本
か
ら
出
場
し
た
、
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン

（
東
海
大
）、飯い
い

田だ

健け
ん

太た

郎ろ
う

（
国
士
舘
高
）、

下し
も

和わ

田だ

翔
し
ょ
う

平へ
い

（
京
葉
ガ
ス
）、
後ご

藤と
う

隆り
ゅ

太う
た

郎ろ
う

（
慶
應
義
塾
大
）
の
全
員
が
準
々
決
勝

ま
で
に
敗
退
。
ウ
ル
フ
は
準
々
決
勝
で
一

本
を
奪
わ
れ
た
腕
挫
十
字
固
で
左
肘
を
負

傷
し
、
そ
の
後
の
試
合
を
欠
場
し
た
。
一

方
、
飯
田
と
下
和
田
は
敗
者
復
活
戦
を
勝

ち
抜
き
、
３
位
を
確
保
。
決
勝
は
、
11
月

に
階
級
を
90
㎏
級
か
ら
100
㎏
級
に
あ
げ
た

ば
か
り
の
デ
ニ
ソ
フ
（
ロ
シ
ア
）
と
リ
オ

五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
マ
レ
（
フ
ラ
ン

ス
）
の
対
決
。
試
合
は
、
デ
ニ
ソ
フ
が
中

盤
に
奪
っ
た
内
股
透
の
有
効
の
リ
ー
ド
を

守
っ
て
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
100
㎏
超
級

　

王お
う

子じ

谷た
に

剛た
け

志し

（
旭
化
成
）、影か
げ

浦う
ら

心こ
こ
ろ（
東

海
大
）、
太お
お

田た

彪ひ
ょ

雅う
が

（
東
海
大
）
七
し
ち
の

戸へ
り

龍ゅ
う

（
九
州
電
力
）
の
４
名
が
出
場
。
全
員
が

順
調
に
勝
ち
上
が
り
、
準
決
勝
は
２
試
合

と
も
日
本
人
対
決
と
な
っ
た
。
準
決
勝
第

１
試
合
、
七
戸
対
影
浦
の
試
合
で
は
、
影

浦
は
七
戸
に
終
始
押
さ
れ
な
が
ら
も
、
な

ん
と
か
堪
え
て
終
了
20
秒
前
、
七
戸
の
内

股
を
返
し
て
有
効
を
奪
取
。
影
浦
が
決
勝

に
進
出
し
た
。
第
２
試
合
、
王
子
谷
対
太

田
戦
で
は
、
指
導
差
で
王
子
谷
が
太
田
を

降
し
て
初
の
決
勝
進
出
を
決
め
る
。
決
勝

戦
、
東
海
大
の
先
輩
後
輩
対
決
と
な
っ
た

王
子
谷
対
影
浦
戦
。
王
子
谷
右
組
、
影
浦

左
組
の
ケ
ン
カ
四
つ
で
激
し
い
組
手
争
い

が
続
き
、
王
子
谷
は
体
落
、
大
内
刈
、
影

浦
は
背
負
投
を
仕
掛
け
る
が
、
手
の
内
を

知
っ
て
い
る
た
め
か
、
両
者
と
も
に
技
の

ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
な
い
。
試
合
が
動
か
な

い
ま
ま
５
分
間
が
過
ぎ
、
最
後
は
王
子
谷

が
指
導
一
つ
の
差
で
影
浦
を
降
し
て
、
初

の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。

◎
優
勝
＝
王お
う

子じ

谷た
に

剛た
け

志し

選
手
（
旭
化
成
）

「
去
年
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
で
負
け

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
な
く
な
っ
た
の

で
、
何
が
何
で
も
こ
の
大
会
で
勝
っ
て
、

そ
こ
か
ら
繋
げ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
勝
ち
た
い
と
い
う
執
念
が
強
す
ぎ

て
決
勝
で
は
ま
た
し
ょ
う
も
な
い
柔
道
を

し
て
し
ま
い
、
自
分
の
良
さ
が
出
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
日
の
大
会
は
原
沢
選
手
も

出
て
い
な
い
し
、
七
戸
先
輩
と
も
試
合
を

し
て
い
な
い
の
で
三
番
手
と
い
う
位
置
は

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
４
年
間
で
一
番
手
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

男子 100㎏超級決勝＝王子谷（右）対影浦

男子 100㎏級決勝＝デニソフ（上）の内股透が有効の判定

心技体 人を育てる総合誌
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▽
48
㎏
級

　

大
会
４
連
覇
を
狙
っ
た
近こ
ん

藤ど
う

亜あ

美み

（
三

井
住
友
海
上
）
は
準
々
決
勝
で
渡と

名な

喜き

風ふ
う

南な

（
帝
京
大
）
に
敗
れ
、
そ
の
渡
名
喜
も

準
決
勝
で
ム
ン
フ
バ
ト
（
モ
ン
ゴ
ル
）
に

指
導
差
で
敗
れ
た
。
日
本
勢
は
準
決
勝
ま

で
に
全
員
が
姿
を
消
し
た
。
渡
名
喜
と
近

藤
は
３
位
決
定
戦
に
回
り
、
共
に
勝
利
し

て
３
位
入
賞
。
決
勝
は
ム
ン
フ
バ
ト
と
ジ

ョ
ン
（
韓
国
）
の
対
戦
と
な
り
、
指
導
差

で
ム
ン
フ
バ
ト
が
優
勝
。

▽
52
㎏
級

　

ベ
ス
ト
４
に
は
日
本
人
が
全
員
残
っ

た
。
角つ
の

田だ

夏な
つ

実み

（
了
德
寺
学
園
職
）
は

志し

し々

目め

愛あ
い

（
了
德
寺
学
園
職
）
を
腕
挫
十

字
固
で
、
阿あ

部べ

詩う
た

（
夙
川
学
院
高
）
は
立た
つ

川か
わ

莉り

奈な

（
福
岡
大
）
を
大
外
刈
で
そ
れ
ぞ

れ
降
し
て
決
勝
進
出
。
決
勝
の
角
田
対
阿

部
は
11
月
の
講
道
館
杯
の
準
決
勝
戦
と
同

じ
顔
合
わ
せ
（
結
果
は
角
田
が
腕
挫
十
字

固
で
一
本
勝
）。
角
田
は
寝
技
に
引
き
込

ん
で
か
ら
の
腕
挫
を
狙
い
、
阿
部
は
腕
挫

を
警
戒
し
な
が
ら
、
大
腰
、
内
股
を
繰
り

出
す
。
互
い
に
な
か
な
か
技
が
決
ま
ら
な

い
中
、
残
り
時
間
30
秒
で
角
田
が
巴
投
を

仕
掛
け
、
す
か
さ
ず
腕
挫
十
字
固
に
移
行

す
る
と
、
し
っ
か
り
関
節
が
極
ま
り
、
阿

部
は
た
ま
ら
ず
参
っ
た
。
角
田
が
グ
ラ
ン

ド
ス
ラ
ム
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
角つ
の

田だ

夏な
つ

実み

選
手（
了
德
寺
学
園
職
）

「
や
っ
と
優
勝
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
初
の
国
際
大
会
で
、
海
外
選
手
と

試
合
す
る
の
が
凄
く
怖
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
少
し
手
応
え
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
戦
っ
て
い
け
る
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
代
表
争
い
に
頭
を
出
せ
た
こ
と
は
大

き
い
一
歩
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

は
、
立
技
、
寝
技
へ
の
連
携
も
や
っ
て
自

分
の
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い

女子 48kg 級決勝＝ムンフバト（右）対ジョン

■
女
子

女子 52kg 級決勝＝角田（下）が巴投で阿部を崩す

女子 57kg 級決勝＝芳田（手前）対宇髙

■
女
子

で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き

る
よ
う
に
４
年
間
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き

ま
す
」

▽
57
㎏
級

　

昨
年
の
覇
者
、
芳よ
し

田だ

司つ
か
さ（
コ
マ
ツ
）
と

宇う

髙だ
か

菜な

絵え

（
コ
マ
ツ
）
の
決
勝
戦
。
所
属

先
が
同
じ
で
手
の
内
を
知
り
つ
く
し
た
者

同
士
で
、
技
が
決
ま
ら
な
い
。
試
合
は
ゴ

ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
に
突
入
。
互
角
の
攻
防

が
続
く
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
開
始
５

分
40
秒
、
宇
髙
に
指
導
が
入
り
、
試
合
終

了
。
芳
田
が
延
長
を
含
め
た
約
10
分
の
激

闘
を
制
し
、
大
会
２
連
覇
を
果
た
し
た
。
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ニュース

女子 63kg 級決勝＝ウンターワーザシャー（奥）が小外刈で
嶺井から有効を奪う

◎
優
勝
＝
芳よ
し

田だ
つ

司か
さ

選
手
（
コ
マ
ツ
）

「
宇
髙
選
手
に
は
、
講
道
館
杯
で
負
け
て

い
る
の
で
、
リ
ベ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
で
臨

み
ま
し
た
。
宇
髙
選
手
は
本
当
に
強
か
っ

た
で
す
が
、
絶
対
に
負
け
な
い
と
い
う
気

持
ち
で
戦
い
ま
し
た
。
２
連
覇
で
き
た
こ

と
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

大
会
で
、
一
戦
一
戦
、
結
果
が
つ
い
て
き

た
ら
、
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

繋
が
る
と
思
う
の
で
、
一
つ
ひ
と
つ
頑
張

っ
て
い
き
た
い
で
す
」

▽
63
㎏
級

　

日
本
人
選
手
が
次
々
に
敗
れ
る
中
、
気

を
吐
い
た
の
が
11
月
の
講
道
館
杯
準
優
勝

の
嶺み
ね

井い

美み

穂ほ

（
桐
蔭
横
浜
大
）。
準
々
決

勝
で
リ
オ
五
輪
金
メ
ダ
ル
の
ト
ル
ス
テ
ニ

ャ
ク
（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
）
を
破
る
大
金
星
を

あ
げ
る
な
ど
し
て
決
勝
進
出
。
決
勝
の
相

手
は
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
４
位
の
ウ
ン
タ
ー

ワ
ー
ザ
シ
ャ
ー
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）。
嶺

井
は
大
内
刈
、
大
外
刈
な
ど
で
積
極
的
に

攻
め
る
が
ポ
イ
ン
ト
は
奪
え
な
い
。
試
合

中
盤
、
ウ
ン
タ
ー
ワ
ー
ザ
シ
ャ
ー
が
嶺
井

の
大
内
刈
に
合
わ
せ
て
小
外
刈
で
返
し
て

有
効
。
残
り
時
間
で
取
り
返
そ
う
と
攻
め

る
嶺
井
だ
が
、
時
間
切
れ
で
万
事
休
す
。

嶺
井
は
悔
し
い
準
優
勝
と
な
っ
た
。

▽
70
㎏
級

　

９
月
の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
、
11
月
の
講

道
館
杯
で
も
優
勝
を
果
た
し
て
勢
い
に
乗

る
新に
い

添ぞ
え

左さ

季き

（
山
梨
学
院
大
）
が
勢
い
そ

の
ま
ま
に
決
勝
に
勝
ち
名
乗
り
を
あ
げ

る
。
対
す
る
は
昨
年
の
覇
者
、
新あ
ら

井い

千ち

鶴づ
る

（
三
井
住
友
海
上
）。
新
井
は
田
知
本
遥
の

い
な
い
大
会
で
負
け
ら
れ
な
い
と
ば
か
り

に
気
合
い
十
分
。
決
勝
ま
で
の
全
試
合
で

一
本
を
奪
っ
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
。
決

勝
戦
で
は
、
新
添
が
先
に
良
い
組
手
に
な

り
、
内
股
、
払
腰
で
攻
め
て
い
く
。
新
井

は
な
か
な
か
自
分
の
形
を
作
れ
ず
、
指
導

２
が
入
る
。
新
井
は
最
後
に
寝
技
で
新
添

の
腕
を
取
っ
て
関
節
技
を
狙
う
が
時
間
切

れ
。
新
添
が
嬉
し
い
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
新に
い

添ぞ
え

左さ

季き

選
手（
山
梨
学
院
大
）

「
レ
ベ
ル
の
高
い
シ
ニ
ア
の
国
際
大
会
に

出
た
の
が
初
め
て
な
の
で
、
優
勝
で
き
て

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
一
試
合
一
試
合
厳

し
い
戦
い
だ
っ
た
の
で
、
少
し
の
差
で
も

勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
得
意
な
技
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
、
綺
麗
に
技
を
掛
け
て
、

投
げ
て
勝
ち
た
い
と
思
い
ま
す
」

女子 70kg 級決勝＝払腰で攻める新添（左）

▽
78
㎏
級

　

講
道
館
杯
優
勝
の
佐さ

藤と
う

瑠る
い

香か

（
コ
マ

ツ
）
は
、
準
決
勝
で
リ
オ
五
輪
代
表
の
梅う
め

木き

真ま

美み

（
環
太
平
洋
大
）
か
ら
小
外
刈
で

有
効
を
奪
い
勝
利
。
も
う
一
つ
の
準
決
勝

で
は
パ
ク
（
韓
国
）
が
髙た
か

山や
ま

莉り

加か

（
三
井

住
友
海
上
）を
退
け
て
決
勝
へ
。決
勝
戦
、

序
盤
か
ら
激
し
い
組
手
争
い
に
な
り
、
互

い
に
自
分
の
形
を
作
れ
な
い
。
途
中
パ
ク

に
指
導
が
一
つ
入
り
、
そ
の
ま
ま
試
合
が

動
か
ず
終
了
。
佐
藤
瑠
香
が
４
年
ぶ
り
に

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
で
の
優
勝
を
果
た

し
た
。
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60 ㎏級 髙藤直寿（パーク 24）永山竜樹（東海大）
ムシュビドバジ（ロシア）
チェ・インヒュク（韓国）

66 ㎏級 橋口祐葵（明治大）阿部一二三（日本体育大）
プルヤエフ（ロシア）
ドゥブドン（モンゴル）

磯田範仁（国士舘大）＝３位決定戦敗退
髙上智史（旭化成）＝３位決定戦敗退

大島優磨（国士舘大）＝2回戦敗退
志々目徹（了德寺学園職）＝2回戦敗退

中矢力（ALSOK）＝2回戦敗退

渡邉勇人（了德寺学園職）＝2回戦敗退、佐藤正大（国士舘大）＝２回戦敗退　
春山友紀（自衛隊体育学校）＝３位決定戦敗退
釘丸太一（センコー）＝３位決定戦敗退

後藤隆太郎（慶應義塾大）＝１回戦敗退

73㎏級 土井健史（ダイコロ）橋本壮市（パーク 24）
立川新（東海大）
ボボエフ（ウズベキスタン）

81 ㎏級 ラッセル（ドイツ）永瀬貴規（旭化成）
イヴァノフ（ブルガリア）
ラッピナゴフ（ロシア）

90 ㎏級 クレルゲ（フランス）クコリ（セルビア）
長澤憲大（パーク 24）
西山大希（新日鐵住金）

100 ㎏級 マレ（フランス）デニソフ（ロシア）
下和田翔平（京葉ガス）
飯田健太郎（国士舘高）

100 ㎏超級 影浦心（東海大）王子谷剛志（旭化成）
太田彪雅（東海大）
七戸　龍（九州電力）

48㎏級 ジョン・ボギョン（韓国）ムンフバト（モンゴル）
近藤亜美（三井住友海上）
渡名喜風南（帝京大）

52㎏級 阿部詩（夙川学院高）角田夏実（了德寺学園職）
立川莉奈（福岡大）
志々目愛（了德寺学園職）

森崎由理江（A-LINE）＝1回戦敗退

石川慈（コマツ）＝３位決定戦敗退

能智亜衣美（筑波大）＝３位決定戦敗退
荒木穂乃佳（兵庫県警）＝２回戦敗退、津金恵（筑波大）＝2回戦敗退

大野陽子（コマツ）＝３位決定戦敗退

稲森奈見（三井住友海上）＝敗者復活戦敗退

緒方亜香里（了德寺学園職）＝敗者復活戦敗退

57 ㎏級 宇髙菜絵（コマツ）芳田司（コマツ）
玉置桃（三井住友海上）
ドルジスレン（モンゴル）

63 ㎏級 嶺井美穂（桐蔭横浜大）ウンターワーザシャー（オーストリア） ピノ（フランス）
トルステニャク（スロベニア）

70 ㎏級 新井千鶴（三井住友海上）新添左季（山梨学院大）
前田奈恵子（JR東日本）
ロドリゲス（ベネズエラ）

78 ㎏級 パク・ユジン（韓国）佐藤瑠香（コマツ）
梅木真美（環太平洋大）
髙山莉加（三井住友海上）

78㎏超級 素根輝（南筑高）朝比奈沙羅（東海大）
スウ・シン（中国）
山部佳苗（ミキハウス）

向翔一郎（日本大）＝敗者復活戦敗退

遠藤宏美（ALSOK）＝３位決定戦敗退

ウルフアロン（東海大）＝敗者復活戦敗退

【大会結果】
◆男子 優勝 2位 3位 日本選手

◆女子 優勝 2位 3位 日本選手

◎
優
勝
＝
佐さ

藤と
う

瑠る
い

香か

選
手
（
コ
マ
ツ
）

「
優
勝
し
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
結
果

は
良
か
っ
た
で
す
け
ど
、
内
容
が
良
く
な

い
の
で
、
も
っ
と
練
習
し
て
、
強
く
な
り

た
い
で
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
試
合
に
勝

っ
て
い
っ
て
、
夢
で
あ
り
目
標
で
あ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
ル
を
取
り
に
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
78
㎏
超
級

　

決
勝
は
朝あ
さ

比ひ

奈な

沙さ

羅ら

（
東
海
大
）
と
素そ

根ね
あ

輝き
ら

（
南
筑
高
）
が
、
講
道
館
杯
に
続
い

て
対
戦
。
序
盤
か
ら
体
格
差
に
怯
ま
ず
前

に
出
る
素
根
に
対
し
、
朝
比
奈
は
内
股
、

払
腰
で
応
戦
。
ど
ち
ら
も
攻
め
る
が
技
の

ポ
イ
ン
ト
が
取
れ
な
い
ま
ま
ゴ
ー
ル
デ
ン

ス
コ
ア
に
突
入
。
す
る
と
、
開
始
40
秒
で

積
極
的
戦
意
に
欠
け
る
指
導
が
素
根
に
入

り
、
朝
比
奈
が
勝
利
し
て
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ

ム
初
優
勝
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
朝あ
さ

比ひ

奈な

沙さ

羅ら

選
手
（
東
海
大
）

「
決
勝
戦
は
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
試
合
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
素
直

に
喜
べ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
で
す

が
、
５
年
連
続
で
出
場
し
て
よ
う
や
く
優

勝
で
き
た
の
で
、
一
皮
む
け
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
自
分
が
先
頭
に
立
っ
て
、
若
手
を

引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
て
金
を
取
る
ん
だ
と
い
う

気
持
ち
で
４
年
間
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

女子 78kg 級決勝＝佐藤（上）対パク

女子 78kg 超級決勝＝朝比奈（右）対素根
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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第
60
回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
記

念
大
会
が
11
月
19
日
・
20
日
の
２
日
間
、

日
本
武
道
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
大

会
で
は
男
女
の
組
手
・
形
の
団
体
戦
が
行

わ
れ
、
初
日
に
男
女
団
体
組
手
が
２
回
戦

ま
で
、
男
女
団
体
形
が
準
決
勝
ま
で
行
わ

れ
、
最
終
日
に
各
部
門
の
決
勝
が
行
わ
れ

た
。
男
子
組
手
で
は
、
京
都
産
業
大
学
が

近
畿
大
学
の
４
連
覇
を
阻
み
、
４
年
ぶ
り

４
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
女
子
組
手

は
帝
京
大
学
が
７
年
連
続
８
回
目
の
優
勝

に
輝
い
た
。
形
は
男
女
と
も
帝
京
大
学
が

制
し
、
連
続
優
勝
記
録
を
更
新
し
た
（
男

子
＝
９
年
連
続
９
回
目
・
女
子
７
年
連
続

８
回
目
）。

　

試
合
は
男
子
が
５
人
制
、
女
子
が
３
人

制
、
２
分
間
６
ポ
イ
ン
ト
先
取
（
１
・
２

回
戦
は
１
分
半
、
男
子
の
み
準
々
決
勝
よ

り
３
分
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
出
場
校
が

初
戦
以
外
の
対
戦
に
お
い
て
は
、
勝
敗
が

決
し
た
時
点
で
競
技
は
終
了
と
し
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
覇
を
競
っ
た
。

《男子・組手決勝》　京都産業大と近畿大の先鋒戦＝京都産業大・釜口（左）の上段突き

京都産業大が近畿大を
破り、優勝を飾る

男子
組手

第
60
回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
記
念
大
会

︽
組　

手
︾
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大
。
中
堅
戦
で
は
、早
々
に
京
都
産
業
大
・

吉
村
文
太
の
上
段
突
き
が
有
効
と
な
る
。

そ
の
後
も
、
吉
村
は
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン

ト
を
重
ね
、
５
―
０
で
勝
ち
を
収
め
た
。

京
都
産
業
大
が
近
畿
大
を
破
り
決
勝
対
決

３
年
目
に
雪
辱
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

◎
優
勝
＝
京
都
産
業
大
・
荒
賀
龍
太
郎
監
督

「
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
、
出
せ
た
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。
近
畿
大
は
必
ず
決
勝
に

上
が
っ
て
く
る
相
手
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
っ
か
り
練
習
も
し
て
き
ま
し
た
の

で
、
選
手
た
ち
に
は
、
気
持
ち
だ
け
は
負

け
な
い
よ
う
に
と
伝
え
ま
し
た
。

　

先
鋒
、
次
鋒
と
最
後
の
最
後
で
ポ
イ
ン

ト
を
と
っ
た
の
は
気
持
ち
で
負
け
な
か
っ

た
証
拠
か
な
と
思
い
ま
す
。
来
年
、
大
西

が
抜
け
る
の
は
大
き
い
で
す
が
、
後
の
４

人
が
軸
と
な
っ
て
来
年
も
連
覇
を
目
指
し

た
い
で
す
ね
」

◎
優
勝
＝
京
都
産
業
大
・
釜
口
幸
樹
選
手

「
こ
の
試
合
を
勝
つ
た
め
だ
け
に
、
ず
っ

と
練
習
し
て
頑
張
っ
て
き
た
の
で
、
練
習

の
成
果
が
出
せ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
近
畿
大
に
は
西
日
本
で
も
負
け
て
、

去
年
も
決
勝
で
負
け
て
い
た
の
で
、
今
回

先
鋒
と
し
て
な
ん
と
し
て
も
勝
っ
て
先
輩

た
ち
に
繋
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
、
臨
み
ま

し
た
。
結
果
が
出
て
よ
か
っ
た
で
す
」

　

前
回
準
優
勝
の
京
都
産
業
大
は
、
初
戦

は
山
梨
学
院
大
に
５
―
０
、
続
い
て
佛
教

大
に
３
―
０
、
立
教
大
に
３
―
０
と
完
勝

で
勝
ち
進
む
。
準
々
決
勝
で
も
駒
澤
大
を

３
―
０
で
破
り
、
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

準
決
勝
で
京
都
産
業
大
は
、
国
士
舘
大

と
対
戦
。
先
鋒
戦
７
―
４
、
次
鋒
戦
３
―

２
と
京
都
産
業
大
が
リ
ー
ド
す
る
。
中
堅

戦
、
京
都
産
業
大
・
大
西
英
輝
と
国
士
舘

大
・
鹿
村
良
介
の
対
戦
で
は
、
大
西
が
上

段
突
き
で
先
取
す
る
。
試
合
は
そ
の
ま
ま

終
了
し
、
京
都
産
業
大
が
３
―
０
で
決
勝

に
勝
ち
進
ん
だ
。

　

４
連
覇
を
狙
う
近
畿
大
も
、
福
岡
大
に

５
―
０
、
大
阪
大
に
３
―
０
、
日
本
大
に

３
―
０
と
完
勝
。
準
々
決
勝
で
は
早
稲
田

大
を
３
―
１
で
降
し
、準
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

準
決
勝
で
近
畿
大
は
、
強
豪
の
帝
京
大

と
対
戦
。
先
鋒
戦
５
―
３
、
次
鋒
戦
３
―

２
と
し
、
中
堅
戦
は
４
―
４
で
引
分
け
、

２
―
０
と
し
た
。
近
畿
大
・
大
迫
睦
と
帝

京
・
宮
﨑
祐
介
の
副
将
戦
で
は
、
大
迫
の

上
段
突
き
が
連
続
で
決
ま
り
、
リ
ー
ド
を

広
げ
る
。
し
か
し
、
宮
﨑
も
大
迫
が
倒
れ

た
と
こ
ろ
に
突
き
を
決
め
て
、
逆
転
す

る
。
互
い
に
上
段
突
き
を
重
ね
、
５
―
５

と
な
る
切
迫
し
た
展
開
と
な
る
中
、
試
合

は
終
了
し
引
分
け
。
結
果
、
近
畿
大
が
２

―
０
で
制
し
、
決
勝
へ
と
進
出
し
た
。

▽
決
勝

　

京
都
産
業
大  

３
―
０　

近 

畿 

大

○
釜
口
幸
樹　
　

３
―
２　

石
濱
直
鴻

○
大
西
英
輝　
　

２
―
１　

船
橋
真
道

○
吉
村
文
太　
　

５
ー
０　

葭
矢
雄
太

　

中
島
啓
太　
　

×　
大
迫　

睦

　

藤
澤
貴
樹　
　

×　
西
村　

拳

　

京
都
産
業
大
と
近
畿
大
が
決
勝
で
対
戦

す
る
の
は
６
回
目
、
そ
の
内
、
京
都
産
業

大
は
近
畿
大
に
４
敗
し
て
い
る
。
ま
た
、

両
校
は
今
回
で
３
年
連
続
の
決
勝
対
決
と

な
り
、
こ
の
２
年
、
京
都
産
業
大
は
準
優

勝
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

先
鋒
戦
、
京
都
産
業
大
・
釜
口
幸
樹
が

上
段
突
き
で
先
取
す
る
と
、
近
畿
大
・
石

濱
直
鴻
も
同
じ
く
上
段
突
き
を
有
効
と
す

る
。
石
濱
が
上
段
突
き
で
リ
ー
ド
を
と
る

と
、
釜
口
が
中
段
蹴
り
で
逆
転
。
３
―
２

で
勝
利
し
た
。
次
鋒
戦
も
２
―
１
で
勝
利

し
、
優
勝
に
王
手
が
か
か
っ
た
京
都
産
業

《
男
子
・
組
手
準
決
勝
》

京
都
産
業
大
と
国
士
舘
大
の
中
堅
戦
＝

　

京
都
産
業
大
・
大
西（
右
）が
上
段
突
き
で
先
取

《
男
子
・
組
手
準
決
勝
》

近
畿
大
と
帝
京
大
の
副
将
戦
＝

　

近
畿
大
・
大
迫
（
右
）
の
上
段
突
き
は
有
効

■
男
子
・
組
手
（
110
校
）



422017．1　月刊「武道」

ニュース

　

連
覇
を
狙
う
帝
京
大
は
、
初
戦
か
ら
阪

南
大
を
３
―
０
、青
山
学
院
大
を
２
―
０
、

長
崎
国
際
大
を
２
―
０
、
京
都
産
業
大
を

１
―
１
の
内
容
差
に
よ
り
勝
利
。
準
決
勝

で
は
国
士
舘
大
を
２
―
０
で
降
し
た
。

　

対
し
て
前
回
３
位
の
近
畿
大
は
山
梨
学

院
大
を
２
―
０
、
法
政
大
を
２
―
０
、
慶

応
大
を
２
―
０
、
駒
澤
大
を
２
―
０
で
降

し
、
準
決
勝
で
は
同
志
社
大
に
２
―
０
で

勝
利
し
、
決
勝
に
進
出
し
た
。

▽
決
勝

　

帝 

京 

大　
　

２
―
０　

近 

畿 

大

○
宮
原
美
穂　
　

６
―
０　

清
家　

桜

○
森
口
彩
美　
　

１
―
０　

篠
原　

渚

　

川
村
菜
摘　
　

×　
齋
藤
綾
夏

　

先
鋒
戦
、
開
始
早
々
に
帝
京
大
・
宮
原

美
穂
は
上
段
逆
突
き
を
決
め
る
。
立
て
続

け
に
宮
原
は
上
段
突
き
、
上
段
蹴
り
を
決

め
、
５
―
０
と
大
き
く
リ
ー
ド
す
る
。
試

合
終
了
間
際
に
も
逆
突
き
を
有
効
と
し
６

―
０
で
勝
利
し
た
。
次
鋒
戦
、
帝
京
大
・

森
口
彩
美
は
上
段
逆
突
き
が
決
ま
り
、
先

取
す
る
。
近
畿
大
・
篠
原
渚
も
巻
き
返
そ

う
と
攻
め
に
出
る
が
、
森
口
に
距
離
を
と

ら
れ
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
れ
な
い
。
試
合
は

そ
の
ま
ま
終
了
し
、
１
―
０
で
森
口
が
勝

ち
、
帝
京
大
が
２
―
０
で
7
連
覇
、
８
回

目
の
優
勝
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
帝
京
大
・
川
村
菜
摘
選
手

「
主
将
と
し
て
最
後
の
試
合
で
、
優
勝
で

き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
後

輩
た
ち
も
し
っ
か
り
つ
い
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。
今
は
達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

連
覇
は
先
輩
た
ち
が
ず
っ
と
築
い
て
く
れ

た
も
の
な
の
で
、
そ
れ
を
繋
ぐ
と
い
う
の

が
主
将
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
後
輩
た
ち
が
や
っ
て
く
れ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
」

《
女
子
・
組
手
決
勝
》　

帝
京
大
と
近
畿
大
の
先
鋒
戦
＝
帝
京
大
・
宮
原
（
右
）
の
上
段
突
き

　

男
子
・
組
手
で
優
勝
し
た
京
都
産
業
大

　

男
子
・
組
手
優
勝
の
京
都
産
業
大
＝

　
　

荒
賀
監
督
と
喜
び
合
う
選
手
た
ち

帝
京
大
が
７
連
覇
達
成

■
女
子
・
組
手
（
81
校
）

女子
組手
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一
方
、
国
士
舘
大
は
同
志
社
大
と
対

戦
。
国
士
舘
大
が
ウ
ン
ス
ー
、
同
志
社
大

が
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
を
演
武
。
国
士
舘

大
が
３
―
２
で
勝
ち
、
決
勝
へ
と
駒
を
進

め
た
。

　

決
勝
は
、
連
覇
更
新
を
目
指
す
帝
京
大

と
国
士
舘
大
の
対
戦
。
初
め
に
、
帝
京
大

が
ウ
ン
ス
ー
を
、
続
い
て
国
士
舘
大
が
ガ

ン
カ
ク
を
演
武
し
た
。
帝
京
が
５
―
０
の

快
勝
で
優
勝
。見
事
、９
連
覇
に
輝
い
た
。

■
女
子
・
形
（
14
校
）

　

予
選
上
位
４
校
は
順
に
帝
京
大
、
同
志

社
大
、
大
正
大
、
駒
澤
大
。

　

準
決
勝
、
帝
京
大
と
駒
澤
大
の
対
戦
。

帝
京
大
は
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ
、
駒
澤

大
は
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
ダ
イ
を
演
武
。
帝
京

大
が
５
―
０
で
完
勝
し
た
。
同
志
社
大
と

大
正
大
の
対
戦
で
は
、
同
志
社
大
が
ス
ー

パ
ー
リ
ン
ペ
イ
、
大
正
大
が
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ

ホ
シ
ョ
ウ
を
演
武
。
３
―
２
で
同
志
社
大

が
大
正
大
を
退
け
た
。

　

決
勝
は
、
初
め
に
同
志
社
大
が
ク
ル
ル

ン
フ
ァ
を
演
武
。
対
し
て
帝
京
大
は
ウ
ン

ス
ー
を
行
い
、
５
―
０
で
帝
京
大
が
勝

利
。
形
部
門
女
子
と
し
て
、
帝
京
大
は
７

年
連
続
８
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
帝
京
大
・
古
澤
香
寿
美
選
手

「
初
め
て
の
チ
ー
ム
だ
っ
た
の
で
、
連
覇

を
つ
な
げ
ら
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

来
年
以
降
、
後
輩
た
ち
に
は
こ
の
連
覇
を

繋
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

【
大
会
結
果
】

■
男
子
・
組
手

▽
優　

勝
＝
京
都
産
業
大
学

▽
準
優
勝
＝
近
畿
大
学

▽
３　

位
＝
国
士
舘
大
学
・
帝
京
大
学

■
女
子
・
組
手

▽
優　

勝
＝
帝
京
大
学

▽
準
優
勝
＝
近
畿
大
学

▽
３　

位
＝
国
士
舘
大
学
・
同
志
社
大
学

　

３
人
制
に
よ
り
、
予
選
は
指
定
形
に
よ

る
採
点
方
式
で
行
わ
れ
、
上
位
４
校
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
決
勝
で
の
試

合
時
間
は
６
分
間
、旗
判
定
で
競
わ
れ
た
。

■
男
子
・
形
（
16
校
）

　

予
選
上
位
４
校
は
順
に
、
帝
京
大
、
国

士
舘
大
、
同
志
社
大
、
拓
殖
大
。

　

準
決
勝
、
帝
京
大
と
拓
殖
大
の
対
戦

で
、
帝
京
大
は
ソ
ー
チ
ン
、
拓
殖
大
は
ゴ

ジ
ュ
ウ
シ
ホ
ダ
イ
を
演
武
し
、
旗
判
定
に

よ
り
、
帝
京
大
が
５
―
０
で
勝
利
し
た
。《男子・形優勝》帝京大＝ウンスー

《女子・形優勝》帝京大＝ウンスー

女子・組手、男子・形、女子・形で連覇を達成した帝京大学

《 

形 

》 形

帝
京
大
が     

男
子
９
連
覇

女
子
７
連
覇

■
男
子
・
形

▽
優　

勝
＝
帝
京
大
学

▽
準
優
勝
＝
国
士
舘
大
学

▽
３　

位
＝
拓
殖
大
学
・
同
志
社
大
学

■
女
子
・
形

▽
優　

勝
＝
帝
京
大
学

▽
準
優
勝
＝
同
志
社
大
学

▽
３　

位
＝
駒
澤
大
学
・
大
正
大
学

女子・男子
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〈広告〉

金
城

　
裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　
ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　
﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　
中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　
琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　
松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　
首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　
﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　
章

　
空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　
今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る―

―

。

　
空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て
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〈広告〉

脳
を
活
性
化
す
る

日本武道館発行の単行本

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D

Ō

：

TH
E M

A
R

TIA
L W

A
Y

S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田 

秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

）

（ 

Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁 

）

著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。

脳
を
活
性
化
す
る

日
本
武
道
館
編

（
Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁
）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁
） 著

金
澤
弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

マ
ン
ガ
・

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田
秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

（
Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁
）

大
先
輩
に
聞
く
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ニュース

　

２
０
１
６
年
10
月
29
日
・
30
日
の
２
日

間
、
大
分
県
別
府
市
に
あ
る
別
府
国
際

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

Ｂ
─

Ｃ
Ｏ
Ｎ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
に
お
い
て
「
２
０
１
６
年
少

林
寺
拳
法
全
国
大
会 

in 

お
お
い
た
」
が

開
催
さ
れ
、
競
技
の
部
21
種
目
、
発
表
の

部
８
種
目
に
全
国
か
ら
約
２
６
０
０
名
の

拳
士
が
出
場
し
た
。

　

本
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
未
来
へ
つ
な
ぐ

“
人 

夢 

心
”
豊
の
国
か
ら
」。
こ
れ
に
は

全
国
か
ら
集
結
し
た
多
く
の
拳
士
〖
人
〗

と
共
に
、
全
国
大
会
と
い
う
〖
夢
〗
の
舞

台
で
、
開
祖
の
志
を
受
け
継
ぐ
〖
心
〗
を

結
集
し
、
未
来
へ
繋つ
な

げ
て
い
く
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
初
日　

10
月
29
日

　

一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
川
島

一
浩
会
長
に
よ
る
挨
拶
が
行
わ
れ
、
大
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
日
は
一
部
競
技

種
目
の
予
選
が
行
わ
れ
、
本
選
を
目
指
し

て
各
コ
ー
ト
で
白
熱
し
た
演
武
が
行
わ
れ

た
。

▽
祝
賀
会

初
日
夜
に
は
、
別
会
場
に
て
祝
賀
会
が

行
わ
れ
た
。
来
賓
各
位
の
ご
挨
拶
の
他
、

地
元
郷
土
芸
能
の
披
露
が
行
わ
れ
、
和わ

気き

藹あ
い

々あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
出
席
者
同
士

2016 年少林寺拳法全国大会 in おおいた

～未来へつなぐ“人　夢　心”　豊の国から～
■大会テーマ

全国から 2600 名の拳士が出場
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懇
親
を
深
め
て
い
た
。
後
半
に
は
サ
プ
ラ

イ
ズ
の
催
し
や
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
様
々
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
内

容
で
あ
っ
た
。

◆
２
日
目　

10
月
30
日

　

２
日
目
は
各
競
技
種
目
の
予
選
・
本

選
、
発
表
の
部
が
行
わ
れ
る
と
あ
っ
て
、

会
場
で
は
多
く
の
立
見
が
出
る
な
ど
、
熱

気
に
包
ま
れ
た
。
開
会
式
後
、
各
演
武
種

目
に
先
立
ち
「
弁
論
の
部
」
最
優
秀
者
2

名
の
発
表
が
行
わ
れ
、
心
を
打
つ
内
容
に

会
場
全
体
が
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

続
い
て
各
コ
ー
ト
で
競
技
の
部
・
発
表

の
部
の
各
演
武
種
目
が
行
わ
れ
、
出
場
拳

士
は
日
々
の
修
行
の
成
果
を
発
揮
し
、
気

迫
の
あ
る
演
武
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
演

武
前
に
は
皆
一
様
に
緊
張
し
て
い
る
様
子

で
あ
っ
た
が
、
演
武
後
は
安あ
ん

堵ど

の
表
情
を

浮
か
べ
、
お
互
い
に
握
手
を
し
た
り
抱
擁

し
た
り
し
て
い
る
姿
が
多
々
見
ら
れ
た
。

出
場
者
か
ら
は
「
緊
張
し
た
」「
演
武
が

気
持
ち
よ
か
っ
た
」「
最
高
の
舞
台
だ
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
こ
え
て
い
た
。

全
種
目
終
了
後
に
行
わ
れ
た
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
、
九
州
各
県
で
構
成
さ
れ
て
い
る

九
州
連
絡
協
議
会
に
よ
る
九
州
各
県
の
理

事
長
、
副
理
事
長
他
の
演
武
が
披
露
さ
れ

川島一浩
少林寺拳法連盟会長

宗　由貴
少林寺拳法連盟総裁大会会場の様子
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ニュース

た
。
そ
の
様
子
は
、
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ポ
ス
タ
ー
に
も
書
か
れ
て
い
た
「
九
州

は
ひ
と
つ　

熊
本
・
大
分
は
負
け
な
い
」

を
象
徴
し
て
い
る
演
武
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
熊
本
・
大
分
地
震
復
興
支
援
と
し
て

本
大
会
で
募
っ
た
募
金
が
、
九
州
各
県
を

代
表
し
て
熊
本
県
連
外
川
理
事
長
に
手
渡

さ
れ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
宗
由
貴
総
裁
よ
り
挨
拶

が
行
わ
れ
、
本
大
会
が
終
了
し
た
。
大
会

後
は
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
お
互
い

に
健
闘
を
称た
た

え
あ
う
姿
が
遅
く
ま
で
見
ら

れ
た
。
本
大
会
で
は
、
主
管
の
大
分
県
連

は
も
と
よ
り
、
九
州
各
県
の
協
力
の
も

と
、
九
州
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
大
会
が

運
営
さ
れ
た
。
大
会
前
に
起
き
た
数
々
の

天
災
を
乗
り
越
え
て
開
催
さ
れ
た
本
大
会

は
、
心
に
残
る
大
会
と
な
っ
た
。

（
執
筆
：
一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
）

女子二段の部

男子運用法の部

一般団体の部

中学生団体の部 親子の部
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種目 最優秀賞 優秀賞 優良賞

男子マスターズ 酒井仙次・御厨文子（長崎県） 松浦俊也・千葉和仁（岩手県） 島澤良次・荒井英俊（東京都）

女子マスターズ 牧村万紀子・二村三葉（愛知県） 宇野加奈子・塩崎三恵（兵庫県） 浅芝春美・森下明子（奈良県）

男子四段以上 中村孔明・中村康仁（全日本実業団） 浦田堅人・山田葵（香川県） 小澤晴太・川島佑斗（東京都）

男子三段 大西彪雅・大西千匡（香川県） 木戸海周・佐上勇輝（大阪府） 小西悠介・惠中崇敬（全国高校）

男子二段 江連丈暁・末宗隆志（大阪府） 青木賢祥・佐藤佑亮（北海道） 大内喬介・大内絢介（大阪府）

男子初段 石川広都・新間那粹（東京都） 坂田英作・廣瀬輝（東京都） 綾戸健祐・西山令（福岡県）

男子級拳士 栗原有吾・高木佳裕（埼玉県） 山川宗輝・田中恵斗（千葉県） 北村尚久・富髙広基（大阪府）

女子三段以上 山本瀬菜・笹川理菜（大阪府） 堀尾愛・松田結夏（大阪府） 白石ももこ・柴田史佳（福岡県）

女子二段 幾川柚香・加来穂夏（東京都） 川畑依子・松尾春香（愛知県） 森川風輝・森川春菜（京都府）

女子初段 太田悠里・山下薫乃（全国高校） 宇恵柚花・荻田桐子（神奈川県） 内田裕理・内山田鈴菜（千葉県）

女子級拳士 島津文恵・佐藤華（東京都） 国賀稚七・松井みなみ（大阪府） 齊藤桃子・小田朱莉（埼玉県）

男女有段 堀井颯馬・岡本みさと（東京都） 冨田勇人・東野奈多（大阪府） 清水大輔・杉森郁美（東京都）

男女級拳士 喜田航貴・安中日向子（東京都） 秋山和樹・鬼丸夏季（神奈川県） 武内悟・羽賀法子（京都府）

中学生男子 日光駿太・土本拓実（石川県） 吉田龍生・吉田祈代（岐阜県） 徳永郁弥・徳永聖弥（奈良県）

中学生女子 松永海央・帆足愛歌（大阪府） 塚田望生・斉藤美優（北海道） 岡田凜・小南雪乃（京都府）

一般団体

鈴木康平 ･ 石井堅悟
白石和馬 ･ 田川治緒
石井勝教 ･ 杉山悠太
大谷紘嗣 ･ 澤田武

（東京都）

川口裕三 ･ 上山学
高橋宏幸 ･ 立道和輝
後藤隆志 ･ 木村皓祐
笹川理菜 ･ 山本瀬菜
白川碩人 ･ 越智祐弥

（大阪府）

竹林万由子 ･ 北村真彩
森安理紗 ･ 田尻曜子

山田麻理亜 ･ 二木遥香
山﨑千恵 ･ 柴原優美香
羽賀法子 ･ 森川莉緒

（京都府）

中学生団体

福井遥己 ･ 井上雄一朗
城澤大河 ･ 西尾友花

服部美空 ･ 大久保柊弥
（北海道）

松永海央 ･ 帆足愛歌
奥田祐也 ･ 沢良木駿介

沢良木優介 ･ レツウンチィ
藤本柊弥（大阪府）

丸山泰生 ･ 鳴戸翔也
横田匠海 ･ 樽井拓海
坂井駿太 ･ 橋本純平

藤井柚葉･谷口心咲（和歌山県）

男子単演有段 岩瀬勝稔（神奈川県） 木原結城（大阪府） 田家涼太郎（香川県）

女子単演有段 斎藤桃花（北海道） 山本千尋（北海道） 久田友香（大阪府）

男子単演級拳士 河村征（岡山県） 井上将（埼玉県） 岩本宗也（京都府）

女子単演級拳士 田尻曜子（京都府） 成田祐佳（宮城県） 伊藤彩華（静岡県）

■大会結果（競技の部）
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〈広告〉

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
３
８
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・武道のすすめ
田代しんたろう 著漫画家・別府大学教授

　月刊「武道」誌上で好評連載中の「マンガ・武道のすすめ」を単行本化！

　柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・なぎなた・

銃剣道・古武道の各先生方に毎回直接インタビュー取材し、武道の良さ、

すばらしさをおもしろく、わかりやすく、描いています。

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）
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ニュース

第
23
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

日
本
は
金
６
個
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
好
発
進

　

２
年
に
１
度
、
空
手
道
世
界
一
を
決
め

る
「
第
23
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
」

（
主
催
：
世
界
空
手
連
盟
＝
W
Ｋ
Ｆ
）
が

10
月
25
日
～
30
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
第
３

の
都
市
リ
ン
ツ
で
開
催
さ
れ
た
。
16
種
目

が
競
技
さ
れ
、
110
の
国
と
地
域
か
ら
１
０

０
０
名
を
こ
え
る
選
手
が
出
場
し
た
中
、

日
本
は
６
種
目
で
金
、
２
種
目
で
銀
、
１

種
目
で
銅
、
計
９
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
、

総
合
第
１
位
の
成
績
を
残
し
た
。
昨
年
８

月
、
空
手
が
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
追
加
種
目
と
な
り
、
各
国
の
競
技
力

が
著
し
く
上
が
る
中
で
の
快
挙
だ
っ
た
。

■
男
子
個
人
組
手

◇
−84
㎏
級

　

荒
賀
龍
太
郎
（
荒
賀
道
場
）
が
本
大
会

３
度
目
の
決
勝
進
出
で
初
優
勝
を
果
た
し

（
写
真
・
文
＝
空
手
道
マ
ガ
ジ
ン

月
刊
J
K
F
a
n
）

男子個人−84kg級優勝＝荒賀龍太郎（左）
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２
０
１
４
年
ブ
レ
ー
メ
ン
大
会
で
は
グ
ル

ジ
ア
の
ゴ
ギ
タ
・
ア
ル
カ
ニ
ア
に
そ
れ
ぞ

れ
決
勝
で
敗
れ
て
銀
。
優
勝
す
る
力
が
あ

り
な
が
ら
「（
競
技
中
に
）
不
安
を
抱
え

て
い
た
」
と
い
う
荒
賀
、
以
来
、
技
や
体

力
だ
け
で
な
く
、
精
神
面
や
栄
養
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど
万
全
の
準
備
を
し

て
今
大
会
に
出
場
し
た
の
だ
っ
た
。

　

初
戦
か
ら
失
点
を
許
さ
ず
勝
ち
上
が

り
、
決
勝
戦
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
マ

マ
エ
フ
に
先
制
し
て
１
ポ
イ
ン
ト
。
さ
ら

に
相
手
が
転
ん
だ
隙
を
見
の
が
さ
ず
、
突

き
を
決
め
て
一
本
（
３
ポ
イ
ン
ト
）。
４

―
０
で
勝
利
し
た
。

◇
−60
㎏
級

　

大
西
英
輝
（
京
都
産
業
大
学
４
年
）
が

初
出
場
。
ポ
イ
ン
ト
も
取
れ
て
動
き
は
悪

く
な
か
っ
た
が
、
２
回
戦
で
イ
タ
リ
ア
の

ル
カ
に
敗
退
。
１
―
１
か
ら
残
り
８
秒
で

１
ポ
イ
ン
ト
追
加
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

◇
−67
㎏
級

　

五
明
宏
人
（
帝
京
大
学
３
年
）
は
初
戦

で
い
き
な
り
強
豪
の
ハ
ナ
フ
ィ
（
エ
ジ
プ

ト
）
と
当
た
り
、
２
―
４
で
敗
退
。「
慎

重
に
な
り
過
ぎ
て
反
応
が
遅
れ
て
し
ま
っ

た
」
と
冷
静
に
振
り
返
っ
た
。

◇
−75
㎏
級

　

渡
邊
大
輔
（
松
涛
連
盟
）
は
２
回
戦
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
団
体
組
手
に
も
選
抜
さ
れ
た

強
豪
ダ
コ
ス
タ
と
対
戦
し
、
２
―
３
の
僅

差
で
敗
退
。

◇
+84
㎏
級

　

香
川
幸
允
（
テ
ア
ト
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
）

は
初
戦
、元
世
界
王
者
の
ス
ロ
ボ
ダ
ン（
セ

ル
ビ
ア
）
に
逆
転
勝
利
す
る
も
、
２
回
戦

で
エ
ク
ア
ド
ル
の
ミ
ナ
に
上
段
蹴
り
を
決

め
ら
れ
敗
退
。
気
持
ち
を
切
り
替
え
団
体

戦
で
活
躍
し
た
。

■
女
子
個
人
組
手

◇
+68
㎏
級

　

こ
れ
ま
で
２
大
会
連
続
銅
メ
ダ
ル
の
植

草
歩
（
高
栄
警
備
保
障
㈱
）
が
、
つ
い
に

念
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
植
草
は
、

ク
ロ
ア
チ
ア
の
マ
ー
サ
や
イ
ラ
ン
の
ハ
ミ

デ
と
い
っ
た
頭
一
つ
高
い
長
身
選
手
と
の

対
戦
が
連
続
す
る
も
、
積
極
的
な
組
手
で

勝
利
を
重
ね
、
決
勝
へ
。
ギ
リ
シ
ャ
の
ハ

ジ
リ
ア
ド
ゥ
と
対
戦
し
、
ワ
ン
ツ
ー
が
決

ま
ら
な
い
と
見
る
と
中
段
突
き
に
切
り
替

え
、
懐
深
く
潜
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
、

勝
利
し
た
。「
笑
顔
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

辛
い
時
も
苦
境
で
も
努
め
て
明
る
く
乗
り

切
る
植
草
。
し
か
し
、
金
メ
ダ
ル
を
胸
に

掛
け
、
表
彰
式
で
君
が
代
を
聴
い
た
時
だ

け
は
、
感
極
ま
り
、
顔
を
覆
っ
て
、
う
れ

し
涙
を
流
し
た
。
植
草
は
、「
得
意
技
の

中
段
突
き
で
得
点
で
き
て
良
か
っ
た
。
ず

「
ず
っ
と
獲
り
た
く
て
獲
れ
な
か
っ
た
金

メ
ダ
ル
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
空
手
に

集
中
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
く
れ
た
両

親
、
大
学
関
係
者
、
応
援
し
て
く
れ
た
方

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か

ら
も
練
習
を
重
ね
ま
す
」

荒
賀
龍
太
郎
、
求
め
続
け
た
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
ル

男子個人−84kg級決勝＝荒賀龍太郎（左）対ママエフ

た
。
荒
賀
は
２
０
１
２
年
パ
リ
大
会
で
地

元
フ
ラ
ン
ス
の
ケ
ン
ジ
・
グ
リ
ヨ
ン
に
、
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っ
と
目
指
し
て
き
た
世
界
一
、
本
当
に
嬉

し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

絶
妙
な
カ
ウ
ン
タ
ー
を
決
め
て
勝
利
。
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

◇
−61
㎏
級

　

前
回
大
会
３
位
で
期
待
が
か
か
っ
た
染

谷
真
有
美
（
茨
城
県
職
員
） 

だ
っ
た
が
、

２
回
戦
で
ベ
ト
ナ
ム
の
新
人
グ
ェ
ン
に
思

わ
ぬ
蹴
り
を
も
ら
う
な
ど
し
、
敗
退
。
試

合
運
び
を
研
究
し
た
い
と
試
合
後
に
語
っ

た
。

◇
−68
㎏
級

　

２
０
１
２
年
王
者
の
染
谷
香
予
（
テ
ア

ト
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
） 

。
３
回
戦
で
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
イ
ヴ
ォ
ナ
に
敗

退
。
距
離
が
合
わ
ず
、
攻
撃
が
届
か
な
い

パ
タ
ー
ン
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
両

親
を
大
会
に
招
待
し
て
い
た
だ
け
に
、「
メ

ダ
ル
を
見
せ
た
か
っ
た
」
と
語
る
。

■
団
体
組
手

　

男
子
団
体
組
手
で
日
本
が
、
１
９
７
５

年
の
第
３
回
大
会
以
来
、
実
に
41
年
ぶ
り

に
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
し

て
準
決
勝
で
ド
イ
ツ
を
降
し
て
勝
ち
上
が

っ
た
。
決
勝
の
相
手
は
重
量
級
選
手
の
揃

う
、
前
回
大
会
優
勝
の
イ
ラ
ン
で
あ
る
。 

　

先
鋒
の
西
村
拳
（
近
畿
大
学
３
年
）
は
、

イ
ラ
ン
の
ホ
ダ
バ
フ
シ
ュ
に
０
―
１
で
敗

女子個人 +68kg 級＝植草歩（右）が悲願の金メダル

女子個人−50kg級準優勝＝宮原美穂（左）

女子個人−55kg級３位＝山田沙羅（右）

女子組手 +68㎏級優勝＝植草歩

◇
−50
㎏
級

　

本
大
会
初
出
場
の
宮
原
美
穂
（
帝
京
大

学
２
年
） 

は
、
元
気
の
良
さ
が
光
る
組
手

で
決
勝
進
出
を
果
た
し
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
レ
キ
ア
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
（
フ

ラ
ン
ス
）
と
対
戦
。
宮
原
の
突
き
が
入
っ

た
よ
う
に
見
え
る
瞬
間
が
数
多
く
あ
っ
た

が
副
審
の
旗
は
挙
が
ら
ず
、
３
―
５
で
敗

退
。
し
か
し
、
次
回
以
降
の
大
会
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
れ
る
可
能
性
を
充
分
に
感
じ
さ

せ
る
内
容
だ
っ
た
。

◇
−55
㎏
級

　

山
田
沙
羅
（
大
正
大
学
４
年
）
は
準
決

勝
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
バ
レ
リ
ア
・
ク
ミ
ザ
キ

に
敗
れ
る
が
、
３
位
決
定
戦
で
は
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
サ
ラ
・
カ
ル
デ
ィ
ン
（
イ

タ
リ
ア
）
に
対
し
、
突
き
と
突
き
の
間
に
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■
個
人
形

　

男
女
と
も
に
２
０
１
４
年
ブ
レ
ー
メ
ン

大
会
優
勝
の
清
水
希
容
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

と
喜
友
名
諒
（
龍
鳳
会
）
が
出
場
。
清
水

は
準
決
勝
で
欧
州
王
者
サ
ン
ド
ラ
・
サ
ン

チ
ェ
ス
（
ス
ペ
イ
ン
）
を
降
し
、
喜
友
名

は
同
様
に
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
依
然

カ
リ
ス
マ
性
を
誇
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
ィ

男子団体組手チーム
（左から西村拳、香川幸允、荒賀龍太郎、飯村吏毅哉、渡邊大輔、篠原浩人、石塚将也）

退
。
一
瞬
の
隙
を
突
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
次
鋒
は
日
本
の
エ
ー
ス
荒
賀
龍

太
郎
（
荒
賀
道
場
）
が
７
―
１
で
勝
ち
、

ポ
イ
ン
ト
を
稼
ぐ
と
と
も
に
状
況
を
１
勝

１
敗
に
戻
し
た
。
重
要
な
中
堅
は
、
香
川

幸
允
（
テ
ア
ト
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
）
が
イ
ラ

ン
の
サ
ジ
ャ
ド
と
対
戦
。
取
っ
て
は
取
ら

れ
て
の
乱
打
戦
と
な
る
が
、
後
半
疲
れ
を

見
せ
た
相
手
を
香
川
が
追
い
上
げ
、
６
―

４
で
勝
利
。
し
か
し
、
副
将
戦
で
は
イ
ラ

ン
の
団
体
戦
主
砲
で
あ
る
大
型
選
手
ア
ス

ガ
リ
が
登
場
し
、
飯
村
吏
毅
哉
（
㈲
綱
田

牧
場
）
に
８
―
０
で
完
勝
。
２
勝
２
敗
、

総
ポ
イ
ン
ト
は
日
本
13
、
イ
ラ
ン
14
で
、

篠
原
浩
人
（
㈱
セ
レ
・
ナ
ス
）
が
大
将
戦

に
臨
む
。
相
手
は
イ
ラ
ン
の
主
力
ザ
ビ
オ

ラ
だ
。
−67
㎏
級
の
篠
原
に
対
し
、
ザ
ビ
オ

ラ
は
−84
㎏
級
と
体
格
差
の
あ
る
戦
い
に
な

っ
た
が
、
篠
原
は
仕
掛
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
待
ち
続
け
る
我
慢
の
組
手
で
、
相
手
に

隙
が
出
来
る
「
攻
撃
の
瞬
間
」
を
狙
っ
た
。

立
て
続
け
に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
決
め
、
篠
原

が
２
―
０
と
リ
ー
ド
す
る
。
ザ
ビ
オ
ラ
の

激
し
い
追
い
上
げ
を
食
ら
う
も
、３
―
３
、

４
―
４
と
接
戦
に
持
ち
込
む
。
し
か
し
残

り
９
秒
で
至
近
距
離
か
ら
ザ
ビ
オ
ラ
が
突

き
で
１
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
、
勝
利
。
２
勝

３
敗
で
イ
ラ
ン
が
２
大
会
連
続
の
優
勝
と

な
っ
た
が
、日
本
の
健
闘
は
感
動
を
呼
び
、

世
界
一
も
決
し
て
遠
い
夢
で
は
な
い
こ
と

を
証
明
し
た
。

　

女
子
団
体
組
手
は
染
谷
香
予
（
テ
ア
ト

ル
ア
カ
デ
ミ
ー
）、
植
草
歩
（
高
栄
警
備

保
障
㈱
）、
川
村
菜
摘
（
帝
京
大
学
４
年
）

で
臨
み
、
３
大
会
連
続
の
メ
ダ
ル
に
期
待

が
か
か
っ
た
が
、
３
回
戦
で
イ
タ
リ
ア
に

敗
退
し
た
。

女子個人形優勝＝清水希容（ミキハウス）男子個人形優勝＝喜友名諒（龍鳳会）
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ニュース

ア
ス
（
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）
を
３
―
２
で
降
し
、

決
勝
進
出
。
清
水
は
エ
ジ
プ
ト
の
サ
ラ
・

サ
イ
ー
ド
に
対
し
て
、
得
意
形
の
チ
ャ
タ

ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
、
喜
友
名
は

欧
州
王
者
の
ダ
ミ
ア
ン
・
キ
ン
テ
ロ
（
ス

ペ
イ
ン
）
に
対
し
伝
家
の
宝
刀
ア
ー
ナ
ン

を
演
武
。
体
軸
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
パ
ワ

ー
、
安
定
し
た
立
ち
方
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
動
き
す
ら
完
璧
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

繊
細
さ
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
で
上
回
り
、
両

者
５
―
０
の
完
全
勝
利
だ
っ
た
。

　

清
水
は
「
今
大
会
で
、
新
し
い
自
分
に

出
会
え
た
気
が
し
ま
す
。
こ
の
舞
台
に
立

て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
演
武
し

ま
し
た
」
と
、
内
容
に
も
納
得
の
様
子
。

喜
友
名
は
「
目
指
し
て
き
た
２
連
覇
、
そ

し
て
仲
間
と
の
団
体
形
優
勝
を
達
成
で
き

嬉
し
い
で
す
」と
優
勝
の
喜
び
を
語
っ
た
。

■
団
体
形

　

男
子
団
体
形
の
日
本
は
、
個
人
２
連
覇

達
成
の
喜
友
名
諒
と
、
上
村
拓
也
、
金
城

新
（
い
ず
れ
も
劉
衛
流
龍
鳳
会
）
か
ら
成

る
沖
縄
チ
ー
ム
。
伝
統
的
な
技
術
と
共
に

パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
、
爆
発
力
を
兼
ね
備

え
る
。
決
勝
の
「
ア
ー
ナ
ン
」
は
そ
の
迫

力
と
高
度
な
技
術
に
惹
き
付
け
ら
れ
た
観

客
が
思
わ
ず
笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

の
出
来
で
、
５
―
０
で
優
勝
。
と
く
に
分

解
は
さ
す
が
空
手
発
祥
の
地
・
沖
縄
の
選

手
と
言
う
べ
き
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
攻
防
だ

っ
た
。

　

女
子
団
体
形
の
日
本
は
、
前
回
大
会
準

優
勝
の
チ
ー
ム
か
ら
木
村
陽
子
が
引
退

し
、
大
野
ひ
か
る
（
大
分
市
消
防
局
）
が

加
入
。
と
こ
ろ
が
、９
月
に
山
下
紗
葵（
同

志
社
大
学
４
年
）
が
足
を
骨
折
し
、
最
終

調
整
の
時
期
に
全
力
で
練
習
で
き
な
い
と

い
う
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
。
だ
が
、

リ
ー
ダ
ー
の
森
岡
実
久
（
㈱
セ
レ
・
ナ
ス
）

を
筆
頭
に
執
念
で
演
じ
切
り
、
決
勝
は
ス

ペ
イ
ン
の
パ
イ
ク
ー
に
ク
ル
ル
ン
フ
ァ
で

５
―
０
で
完
勝
。
前
回
大
会
、
決
勝
で
ま

さ
か
の
ミ
ス
が
起
こ
り
優
勝
を
逃
し
た
だ

け
に
「
奪
還
し
た
」
金
メ
ダ
ル
。
思
い
も

ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

■
「
パ
ラ
空
手
」 

　

２
０
１
２
年
に
プ
レ
大
会
、
２
０
１
４

年
よ
り
正
式
大
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
世

界
障
が
い
者
空
手
道
選
手
権
大
会
は
今
回

よ
り
「
パ
ラ
空
手
」
と
名
称
を
改
め
、
男

女
視
覚
障
が
い
・
男
女
知
的
障
が
い
・
男

女
車
椅
子
の
計
６
種
目
で
形
競
技
を
実
施

し
た
。

　

日
本
か
ら
は
男
子
視
覚
障
が
い
の
部
に

男子団体形優勝＝左から上村、金城、喜友名

女子団体形優勝＝左から森岡、大野、山下

パラ空手視覚障がいの部第３位
＝大庭康資（ユニバーサル松濤館連合）

女子形優勝＝清水希容男子形優勝＝喜友名諒
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前
回
銀
メ
ダ
ル
の
大
庭
康
資
が
出
場
し
、

予
選
で
得
意
の
エ
ン
ピ
、
３
位
決
定
戦
で

難
易
度
の
高
い
ウ
ン
ス
ー
を
演
武
し
、
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
男
子
知
的

障
が
い
の
部
に
は
今
在
家
翔
太
が
初
出

場
。
メ
ダ
ル
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

予
選
グ
ル
ー
プ
第
３
位
と
い
う
入
賞
ま
で

僅
差
の
結
果
で
あ
っ
た
。

▽
林
は
や
し

晃こ
う

日
本
代
表
監
督
コ
メ
ン
ト

「
選
手
た
ち
が
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

監
督
就
任
以
来
２
年
、
連
盟
の
支
援
の
も

と
、
戦
術
・
医
科
学
・
メ
ン
タ
ル
強
化
な

ど
の
成
果
が
出
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

今
大
会
の
反
省
点
を
分
析
し
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
で
す
」

　
　
　
　
　
　

◇

　

競
技
以
外
の
ニ
ュ
ー
ス
も
豊
富
で
あ
っ

た
。
ま
ず
、
大
会
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ

た
W
K
F
総
会
で
、（
公
財
）
全
日
本
空

手
道
連
盟
の
笹
川
堯
会
長
が
、
W
Ｋ
Ｆ

名
誉
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
決
定
し

た
。
長
年
の
空
手
界
へ
の
寄
与
、
と
く
に

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採
用
を
目
指
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
の
多
大
な
貢
献
を
称
え
て
の
任

命
だ
。
ま
た
、
大
会
Ｍ
V
Ｐ
に
形
２
連

覇
を
祝
し
て
喜
友
名
諒
、
清
水
希
容
の
両

選
手
が
選
出
さ
れ
た
。Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
計
６
名
。

そ
の
う
ち
２
名
が
日
本
人
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
W
K
F
選
手
委
員

会
の
改
選
が
あ
り
、
喜
友
名
が
最
多
得
票

で
当
選
。
ア
ス
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の

精
神
の
も
と
、
よ
り
良
い
競
技
環
境
を
構

築
す
る
た
め
、
選
手
の
意
見
を
W
K
F

理
事
会
に
伝
え
る
役
目
を
担
う
。
国
際
的

な
舞
台
で
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る

意
味
で
も
意
義
深
い
当
選
で
あ
っ
た
。

優勝 2位 3位 日本・日本人選手結果

男
　
子

▽組手
団体 イラン 日本 ドイツ／フランス

人
個

－60kg級 ）ンライ（rimA hedazidhaM ）ダンラオ（yerffoeG snereB ）ンャジイバルゼア（isvodriF veyilazraF
）スンラフ（enafioS lijduogA
大西英輝（京都産業大）＝2回
戦敗退

－67kg級 ）ドンラグンイ（nadroJ samohT ）ーリガンハ（laitraM sevY issidaT ）スンラフ（nevetS atsocaD
Madera Andres(べネズエラ）

五明宏人（帝京大）＝２回戦敗
退

－75kg級 ）ンャジイバルゼア（leafaR veyahgA ）トプジエ（ramO namhaR ledbA ）ンライ（rahgsailA irabaisA
）アリタイ（igiuL asuB

渡邊大輔（松涛連盟）＝２回戦
敗退

－84kg級荒賀龍太郎（荒賀道場） ）ンャジイバルゼア（nahkyA veyamaM Poorshab Zabiollah（イラン）
）スンラフ（ijneK nollirG

＋84kg級 Ganjzadeh Sajad（イラン） ）コッロモ（farhcA nehcuO ）アチアロク（olejdnA cisevK
Nishevci Herolind（コソボ共和国）

香川幸允（テアトルアカデミー）
＝２回戦敗退

▽形
団体 日本 フランス イタリア／スペイン
個人 喜友名諒（龍鳳会） ）ンイペス（oguH naimaD alivedpaC oretniuQ ）ツイド（ajlI renugromS

）ラエズネベ（oinotnA zaiD

女
　
子

▽組手
団体 フランス スペイン アメリカ／エジプト 

人
個

－50kg級 ）スンラフ（ardnaxelA aihcceR 宮原美穂（帝京大） ）トプジエ（awdaR deyaS
）アリトスーオ（anitteB knalP

－55kg級 ）スンラフ（eilimE yuohT ）ルジラブ（airelaV ikazimuK 山田沙羅（大正大）
）湾台（nuY uzT neW

－61kg級 ）トプジエ（anaiG yftoL ）スンラフ（eicuL ecangI ）ナイラクウ（atinA anigoreS
）アキバロス（adirgnI avoknahcuS
染谷真有美（茨城県職員）
＝２回戦敗退

－68kg級 ）アリトスーオ（asilA regnihcuB Pedersen Katrine(デンマーク） ）ナビゴェツルヘ・アニスボ（anovI ravaC
）ログネテンモ（aniraM civokaR
染谷香予（テアトルアカデミー）
＝３回戦敗退

＋68kg級植草歩（高栄警備保障） ）ャシリギ（inelE uodailiztahC Tatarova Dominika(スロバキア）
Abbasli Hamideh（イラン）

▽形
団体 日本 スペイン イタリア／トルコ
個人 清水希容（ミキハウス） Sayed Sarah（エジプト） ）アリタイ（anaiviV orattoB

Sanchez Jaime Sandra(スペイン）

【大会結果】

日本＝３回戦敗退

日本選手団の集合写真
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〈広告〉

好
評
発
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道・
スポーツの真髄

辻　秀一 著
スポーツドクター

（ 四六判・上製・248 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220 頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
皇學館大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）
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